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表 3-1-2 全照葉樹林の構成種 

生活形 
綾照葉樹林 宮崎県全体 

種数 割合 種数 割合 

高木（照葉） Ｔ 24 100.0 24 － 

高木（針葉） Ｔ－Ｎ 4 80.0 5 － 

高木（ヤシ） Ｔ－Ｐ   － 1 － 

高木（絞め殺し植物） Ｔ－Ｓ   － 1 － 

亜高木（照葉） Ｓt 26 76.5 34 － 

亜高木（針葉） Ｓt-N 1 100.0 1 － 

低木（照葉） Ｓ 27 54.0 50 － 

低木（夏緑） Ｓ－Ｓn   －   － 

低木（ヤシ） Ｓ－Ｐ   － 1 － 

低木（シダ） Ｓ－Ｆ   － 2 － 

ツタ（照葉） Ｃ 20 87.0 23 － 

ツタ（夏緑） Ｃ－Ｓu 1 100.0 1 － 

地生ラン Ｐe-O 13 44.8 29 － 

地生シダ Ｐe-F 70 61.4 114 － 

地生カンアオイ Ｐe-H 1 14.3 7 － 

地生（その他） Ｐe 6 33.3 18 － 

地生（夏緑その他） Ｐe-Su 17 81.0 21 － 

1 年生植物 A   －   － 

着生ラン Eｐ－O 12 63.2 19 － 

着生シダ Eｐ－F 24 75.0 32 － 

着生（その他） Eｐ 1 100.0 1 － 

腐生ラン Sa－O 5 41.7 12 － 

腐生（その他） Sa 7 77.8 9 － 

寄生植物 Ｐa 4 57.1 7 － 

全照葉樹林構成種 263 63.8 412 － 

地域植物相（全種数） 848 33.2 2,552   

資料：宮崎県、「綾照葉樹林の生態系調査報告書」、2004 
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表 3-1-3 綾照葉樹林で確認された環境省 RDB および宮崎県 RDB 掲載種（植物） 

  

宮崎県レッドデータブック 宮 崎 県 

レッドデータブック 

対 象 外 

野生絶滅 

（EW) 

絶滅危惧ⅠA 類 

（CR) 

絶滅危惧ⅠB 類 

（EN） 

絶 滅 危 惧 Ⅱ 類 

（VU） 

準 絶 滅 危 惧 

（NT） 

環 

境 

省 

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

絶滅危惧ⅠA 類（CR) 

    キリシマエビネ ヒモラン     

    ガンゼキラン キリシマシャクジョウ     

    ナゴラン       

絶滅危惧ⅡB類（EN） 

サツマシダ   スギラン ヒョウガアジサイ ハナガガシ   

    シシンラン オサラン マルバテイショウソウ   

    ホンゴウソウ ヤクシマアカシュスラン     

    キバナノセッコク       

絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

  ウエマツソウ クマガイソウ マツバラン ウラジロミツバツツジ キンチャクアオイ 

  ユウシュンラン   ヤシャビシャク モミジコウモリ ナンゴクミツバツツジ 

  ウチョウラン   ヒョウガトウキ マメヅタラン ツクシチャルメルソウ 

      ヤクシマラン ムギラン イズハハコ 

      エビネ キンラン ヤナギニガナ 

      ナツエビネ カシノキラン   

      ナギラン     

      ハルザキヤツシロラン     

      フウラン     

準絶滅危惧（NT）           ボウラン 

環 境 省 

レッドデータブック 

対 象 外 

  ホソバヤブソテツ ヨコグラノキ ナンカクラン センブリ   

  シロシャクジョウ ヒナノシャクジョウ ハイサバノオ コスギニガナ   

  ベニシュスラン クロムヨウラン ウメガサソウ     

      ズイナ     

      ヤマクルマバナ     

      ナタオレノキ     

      キヨスミウツボ     

      ヒメノヤガラ     

      ツリシュスラン     

      カヤラン     

  1種 6種 11種 24種 10種 6種 

資料：宮崎県、「綾照葉樹林の生態系調査報告書」、2004 
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表 3-1-4 綾照葉樹林に記録のある哺乳類と本年度確認した種 

目 科 種 
本年度 

自動撮影 
調 査 

本年度 
ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ 
調 査 

コウモリ 

キクガシラコウモリ キクガシラコウモリ 
種の同定が
困難なｺｳﾓﾘ

○ 
 

ヒナコウモリ 
モモジロコウモリ 
クロホオヒゲコウモリ 
コテングコウモリ 

モグラ モグラ 
ヒミズ   
コウベモグラ   

サル オナガザル ニホンザル   
ウサギ ウサギ ノウサギ ○ ○ 

ネズミ 
リス ムササビ ○  

ネズミ 
アカネズミ 種の同定が

困難なﾈｽﾞﾐ
○ 

 
ヒメネズミ 

ネ コ 

イヌ ホンドタヌキ ○ ○ 

イタチ 

テン ○  
イタチ ○  
チョウセンイタチ   
アナグマ ○  

ウ シ 
イノシシ イノシシ ○ ○ 
シカ ニホンジカ ○ ○ 
ウシ ニホンカモシカ   

7 12 19 10 4 
資料：宮崎県、「綾照葉樹林の生態系調査報告書」、2004 
注 1：本年度自動撮影調査及びフィールドサイン調査は、柚園国有林内での調査成果による。 
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表 3-1-5 綾照葉樹林で確認された環境省 RDB および宮崎県 RDB 掲載種（哺乳類） 

  

宮崎県レッドデータブック 
宮崎県レッドデータ 

ブック対象外 
準絶滅危惧

（NT） 
情報不足（VU） 

その他保護上

重要な種(OT) 

環境

省レ

ッド

デー

タブ

ック 

絶滅危惧ⅡB類

（EN） 
－ － － クロホオヒゲコウモリ 

絶滅危惧Ⅱ類

（VU） 
－ ｺ ﾃ ﾝ ｸ ﾞ ｺ ｳ ﾓ ﾘ － － 

環境省レッドデータ 

ブック対象外 

ﾓ ﾓ ｼ ﾞ ﾛ ｺ ｳ ﾓ ﾘ 

ムササビ 

イタチ 

－ カモシカ － 

計 3 種 1 種 1 種   

資料：宮崎県、「綾照葉樹林の生態系調査報告書」、2004 
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表 3-1-6 綾照葉樹林に記録のある鳥類と本年度確認した種 
目 科 種 県資料の確認種 本年度鳥類調査 

コウノトリ サギ サンカノゴイ ○  
カモ カモ オシドリ ○ ○ 
タカ タカ ミサゴ ○ ○ 

トビ ○ ○ 
オオタカ ○  
ハイタカ ○ ○ 
サシバ ○  
クマタカ ○ ○ 

キジ キジ ヤマドリ ○ ○ 
ハト ハト キジバト ○ ○ 

アオバト ○ ○ 
カッコウ カッコウ ツツドリ ○  

ホトトギス ○  
フクロウ フクロウ コノハズク ○  

アオバズク ○  
フクロウ ○  

ブッポウソウ カワセミ ヤマセミ ○ ○ 
アカショウビン ○  
カワセミ ○ ○ 

キツツキ キツツキ アオゲラ ○ ○ 
オオアカゲラ ○ ○ 
コゲラ ○ ○ 
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資料：宮崎県、「綾照葉樹林の生態系調査報告書」、2004 
注 1：本年度鳥類調査は、柚園国有林内及びその周辺での調査成果による。 

 

表 3-1-6 綾照葉樹林に記録のある鳥類と本年度確認した種（つづき） 
目 科 種 県資料の確認種 本年度鳥類調査 

スズメ ヤイロチョウ ヤイロチョウ ○  
ツバメ ツバメ ○  

イワツバメ ○  
セキレイ キセキレイ ○ ○ 

ビンズイ ○  
サンショウクイ サンショウクイ ○ ○ 
ヒヨドリ ヒヨドリ ○ ○ 
モズ モズ ○  
カワガラス カワガラス ○ ○ 

 ミソサザイ ミソサザイ ○ ○ 
ツグミ 
 

コマドリ  ○ 
コルリ ○  
ルリビタキ ○  
ジョウビタキ ○ ○ 
トラツグミ ○ ○ 
アカハラ ○ ○ 
シロハラ ○ ○ 
マミチャジナイ ○ ○ 

ウグイス ヤブサメ ○  
ウグイス ○ ○ 
センダイムシクイ ○  
キクイタダキ ○ ○ 

ヒタキ キビタキ ○ ○ 
オオルリ ○ ○ 
サメビタキ  ○ 
エゾビタキ ○ ○ 

カササギヒタキ サンコウチョウ ○  
エナガ エナガ ○ ○ 
シジュウカラ コガラ ○ ○ 

ヒガラ ○ ○ 
ヤマガラ ○ ○ 
シジュウカラ ○ ○ 

ゴジュウカラ ゴジュウカラ ○ ○ 
メジロ メジロ ○ ○ 
ホオジロ ホオジロ ○ ○ 

カシラダカ ○  
ミヤマホオジロ ○ ○ 
アオジ ○  
クロジ ○ ○ 

アトリ アトリ ○  
カワラヒワ ○  
マヒワ ○ ○ 
オオマシコ ○  
イカル ○ ○ 

ムクドリ ムクドリ ○  
カラス カケス ○ ○ 

ハシボソガラス ○  
ハシブトガラス ○ ○ 

キジ キジ コジュケイ ○  
スズメ チメドリ ソウシチョウ ○ ○ 

11 30 71 70 45 
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表 3-1-7 綾照葉樹林で確認された環境省 RDB および宮崎県 RDB 掲載種（鳥類） 

  

宮崎県レッドデータブック 
宮崎県レッドデータ 

ブック対象外 
絶滅危惧ⅠB類

（EN） 

絶滅危惧Ⅱ類

（VU） 
準絶滅危惧（NT） 

環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

絶滅危惧ⅠA類

（CR) 

        

        

        

絶滅危惧ⅡB類

（EN） 

ヤイロチョウ クマタカ   サンカノゴイ 

      イヌワシ 

        

絶滅危惧Ⅱ類

（VU） 

    オオタカ サンショウクイ 

        

        

準絶滅危惧（NT） 

    ハイタカ   

    ミサゴ   

        

環境省レッドデータブッ

ク対象外 

  コノハズク アカショウビン   

  フクロウ オオルリ   

    キビタキ   

    サンコウチョウ   

    ツツドリ   

    アオバズク   

    サシバ   

    トラツグミ   

計 1 種 3 種 11 種 3 種 

資料：宮崎県、「綾照葉樹林の生態系調査報告書」、2004 
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表 3-1-8 綾照葉樹林に記録のある両生・爬虫類と本年度確認した種 

（両生類） 

目 科 種 県資料の確

認種 
本年度調査 

サンショウウオ イモリ アカハライモリ ○  

カエル 

ヒキガエル ニホンヒキガエル ○ ○ 

アカガエル 

タゴガエル ○  

ヤマアカガエル ○  

トノサマガエル ○  

アオガエル カジカガエル ○  

2 4 6 6 1 

 
（爬虫類） 

目 科 種 県資料の確

認種 
本年度調査 

トカゲ 
トカゲ ニホントケゲ ○ ○ 
カナヘビ ニホンカナヘビ ○ ○ 

ヘビ 
ヘビ 

シマヘビ ○  

ジムグリ ○  
アオダイショウ ○  

ヤマカガシ ○ ○ 
クサリヘビ ニホンマムシ ○  

2 4 7 7 3 
資料：宮崎県、「綾照葉樹林の生態系調査報告書」、2004 
注 1：本年度調査は、柚園国有林内での調査成果による。 
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表 3-1-9 綾照葉樹林で確認された環境省 RDB および宮崎県 RDB 掲載種（チョウ類） 

  

宮崎県レッドデータブック 宮崎県レッドデータ 

ブック対象外 絶滅危惧Ⅱ類（VU） 準絶滅危惧（NT） 

環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

絶滅危惧Ⅰ類

（CR＋EN) 
クロシジミ シルビアシジミ   

絶滅危惧Ⅱ類

（VU） 
ルーミスシジミ   ツマグロキチョウ 

準絶滅危惧（NT）   
オオムラサキ 

ギンイチモンジセセリ 
 

環境省レッドデータ 

ブック対象外 

ミスジチョウ ウラキンシジミ   

ヒサマツミドリシジミ ウラギンヒョウモン   

  ｵｵｳﾗｷﾞﾝｽｼﾞﾋｮｳﾓﾝ   

  オナガアゲハ   

  カラスシジミ   

  キリシマミドリシジミ   

  コムラサキ   

  シータテハ   

  ジャノメチョウ   

  スギタニルリシジミ   

  ミヤマセセリ   

  ミヤマチャバネセセリ   

  計 4 種 15 種  1 種 

資料：宮崎県、「綾照葉樹林の生態系調査報告書」、2004 
 

akihiro_fujiwara050
テキストボックス
別添８


akihiro_fujiwara050
テキストボックス
綾川上流緑の回廊モニタリング計画策定調査報告書（平成18年度）より抜粋




 25 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3-1-10 綾照葉樹林で確認された環境省 RDB および宮崎県 RDB 掲載種（ガ類） 

  

宮崎県レッドデータブック 
宮崎県レッドデータ

ブック対象外 
絶滅危惧ⅠB 類

（EN） 

準絶滅危惧

（NT） 
情報不足（VU） 

環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

絶滅危惧Ⅰ

類（CR＋EN) 

        

        

        

絶滅危惧Ⅱ

類（VU） 

        

        

        

準絶滅危惧

（NT） 

        

        

        

環境省レッドデー

タブック対象外 

ﾔ ｸ ｼ ﾏ ﾋ ﾒ ｷ ｼ ﾀ ﾊ ﾞ ﾙ ﾘ ﾓ ﾝ ﾎ ｿ ﾊ ﾞ ｸ ﾛ ﾓ ﾝ ｵ ﾋ ﾞ ﾘ ﾝ ｶ ﾞ   

  ﾊﾈﾅｶﾞﾓｸﾒｷﾘｶﾞ     

  ﾂ ｸ ｼ ｶ ﾗ ｽ ﾖ ﾄ ｳ     

 ﾆｼﾞｵﾋﾞﾍﾞﾆｱﾂﾊﾞ   

計 1 種 4 種 1 種   

資料：宮崎県、「綾照葉樹林の生態系調査報告書」、2004 
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図 1-3-1 回廊モニタリング ゾーン区分図 

Ａ 
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ゾーン区分 
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表4-3-1 鳥類調査結果 地点別個体数集計 

地点 
調査月日 

種 名 

 P5   P6   P7   P8  

8/22 10/25 1/11 8/22 10/25 1/11 8/23 10/25 1/11 8/23 10/25 1/11 

カイツブリ             
アオサギ  1           
オシドリ             
ミサゴ             
トビ 1 1  2         
ハイタカ             
キジバト    3   3   2   
アオバト          1   
ヤマセミ 1            
カワセミ             
アオゲラ 2   2 1  3 1 1 1   
オオアカゲラ             
コゲラ 1      2 3  2 3  
キセキレイ 1 1 1    1      
ﾘｭｳｷｭｳｻﾝｼｮｳｸｲ   1 2 3 2 1 1   4  
ヒヨドリ 4 10 6 3 7 8 4 9 3 3 9 1 
モズ             
カワガラス     1        
ルリビタキ  1 1          
ジョウビタキ             
シロハラ      1       
ヤブサメ     1        
ウグイス     1        
キビタキ       1      
エナガ   5  10   9 3  7  
ヤマガラ 7 2 1 5 6 1 6 2  6 3  
シジュウカラ  2 7 2 5 4  1 2 2 4  
ゴジュウカラ             
メジロ 8 9 11 6 10 9 7 6 3 4 2  
ホオジロ             
ミヤマホオジロ             
アオジ   2          
カワラヒワ       6      
イカル       5      
カケス 2 2 1  4  2 3 4  3  
ハシブトガラス 2 3  3   2 1     

種数 10 10 10 9 11 6 13 10 6 8 8 1 
個体数計 29 32 36 28 49 25 43 36 16 21 35 1 

＊ 種名欄には、プロットセンサスの範囲外又は、調査期間中に緑の回廊（Ｂゾーン）内で確認された種も記載した。 
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表 5-1-2 緑の回廊モニタリング調査で確認された希少種 

種名（目科） 希少性＊ 
確認した調査プロット等＊＊ 

1 2 3 4 5 6 7 8 A B 

コウモリ類  ○ ○ ○  ○  ○ ○   
ニホンコテングコウモリ 国 RDB；絶滅危惧Ⅱ類 

県 RDB；情報不足           

ニホンテングコウモリ 国 RDB；絶滅危惧Ⅱ類           
ムササビ（ﾈｽﾞﾐ目ﾘｽ科） 県 RDB；準絶滅危惧   ○        
ホンドイタチ（ﾈｺ目ｲﾀﾁ科） 県 RDB；準絶滅危惧    ○ ○  ○    
ミサゴ（ﾀｶ目ﾀｶ科） 国 RDB；準絶滅危惧 

県 RDB；準絶滅危惧          ○ 

ハイタカ（ﾀｶ目ﾀｶ科） 国 RDB；準絶滅危惧 
県 RDB；準絶滅危惧          ○ 

クマタカ（ﾀｶ目ﾀｶ科） 種の保存法；国内希少野生 
動植物種 

国 RDB；絶滅危惧ⅠB 類 
県 RDB；絶滅危惧Ⅱ類 

○         ○ 

コシジロヤマドリ 
（ｷｼﾞ目ｷｼﾞ科） 

国 RDB；準絶滅危惧 
県 RDB；その他保護上重 

要な種 
○ ○ ○ ○ ○   ○   

コマドリ（ｽｽﾞﾒ目ﾋﾀｷ科） 県 RDB；準絶滅危惧   ○        
トラツグミ（ｽｽﾞﾒ目ﾋﾀｷ科） 県 RDB；準絶滅危惧    ○       
キビタキ（ｽｽﾞﾒ目ﾋﾀｷ科） 県 RDB；準絶滅危惧  ○     ○    
オオルリ（ｽｽﾞﾒ目ﾋﾀｷ科） 県 RDB；準絶滅危惧   ○        

注） 
＊希少性 

種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（最終改正：平成 17 年 7 月 26 日） 
国 RDB：「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物」（環境省編 2002 年） 
県 RDB：「宮崎県版ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ 宮崎の保護上重要な野生生物」（宮崎県 2000 年） 

＊＊確認した調査プロット等 
数字は調査プロット番号、A・B は当該調査のゾーン区分 
自動撮影、ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ、鳥類調査時以外（移動中等）で確認された種は該当ゾーン区分に○を記した。 
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図 2 定点調査地点位置図 
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表 4 希少猛禽類確認回数（のべ回数） 

種 名 
調査期日 

イヌワシ クマタカ ハイタカ 

平成 20 年１月 20 日 0 5 1 
21 日 0 5 0 
22 日 0 3 1 

小 計 0 8 2 
平成 20 年 2 月 6 日 4 31 3 

7 日 4 21 1 
8 日 10 14 3 

小 計 18 66 7 
平成 20 年 3 月 4 日 0 40 0 

5 日 0 15 3 
6 日 3 12 2 

小 計 3 67 5 
合 計 21 141 14 
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表4-3-1 鳥類調査結果 地点別個体数集計 
地点 

調査月日 
種 名 

 P9   P10   P11   P12  

10/10 12/10 1/21 10/10 12/10 1/21 10/10 12/10 1/21 10/10 12/10 1/21 

トビ             
ツミ      1       
コシジロヤマドリ             
キジバト             
アオバト 1 + +          
アオゲラ 3   2  2 4      
オオアカゲラ       1      
コゲラ   1  1    3 1  1 
イワツバメ        5     
ﾘ ｭ ｳ ｷ ｭ ｳ ｻ ﾝ ｼ ｮ ｳ ｸ ｲ 1      1      
ヒヨドリ 7 7 5 3 15 4 25 25 6 6 10 3 
モズ             
ミソサザイ   1        1  
ジョウビタキ  2 2  1   3 2  1  
トラツグミ             
シロハラ             
ウグイス        2   2  
エゾビタキ       1      
エナガ        3   2  
ヒガラ      1      1 
ヤマガラ 1 2 5     1 5 1  2 
シジュウカラ 6 1 1        1  
ゴジュウカラ   1          
メジロ  13 5 1 11 2 2 9 6 3 12 6 
ホオジロ     4 2     2  
ミヤマホオジロ  3      2     
アオジ   1  2 2       
カワラヒワ        1     
ウソ  2 2   +       
イカル          +   
カケス 2  1 5  3 2  3 4  1 
ハシブトガラス 3 1    + 2   3 1 1 
ガビチョウ 1   1         
ソウシチョウ  1           

種数 9 9 11 5 6 8 8 9 6 6 9 7 
個体数計 25 32 25 13 34 17 38 51 25 18 32 15 

＊ 種名欄には、調査期間中に緑の回廊（C ゾーン）内で確認された種も記載した。 
＊ +はプロットセンサス範囲外で確認したものを示す。 
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図 2 移動調査定点位置図
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表 4 希少猛禽類確認回数（のべ回数） 

種 名 
調査期日 

イヌワシ クマタカ ミサゴ ハイタカ 

平成 20 年 12 月 22 日 0 7 1 1 
平成 20 年 12 月 23 日 0 22 1 1 
平成 20 年 12 月 24 日 0 14 4 2 

小 計 0 43 6 4 
平成 21 年 1 月 22 日 0 5 0 1 
平成 21 年 1 月 23 日 0 29 1 1 
平成 21 年 1 月 24 日 0 16 0 0 

小 計 0 50 1 2 
平成 21 年 2 月 11 日 1 12 3 2 
平成 21 年 2 月 12 日 0 12 1 0 
平成 21 年 2 月 13 日 0 7 3 2 

小 計 1 31 7 4 
合 計 1 124 14 10 
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表 7 大径木等の樹種別本数 

樹 種 
式部岳周辺地区 

標高：594.7～1014.3ｍ

大森岳周辺地区 

標高：850.9～1099.9ｍ

川中神社周辺地区 

標高：180.4～275.8ｍ 
計 

アカガシ 6 17  23 

アカマツ  1  1 

イスノキ   4 4 

イチイガシ   15 15 

ウラジロガシ 1 1 1 3 

カヤ 1 1  2 

クスノキ   3 3 

ケヤキ 1   1 

サワグルミ 1   1 

スギ  2  2 

スダジイ 3   3 

タブノキ 1  4 5 

ツガ 11 7  18 

ツクバネガシ 1   1 

ミズメ 1   1 

ムクノキ   1 1 

ムクロジ   2 2 

モミ  3  3 

ヤマグルマ  2  2 

計 27 34 30 91 
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図 10 測定木の樹種と胸高直径との関係 
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表 9 大森岳周辺地区で確認された着生植物 

No 着生木 着生植物 備考 No 着生木 着生植物 備考 No 着生木 着生植物 備考

シノブ   35ヤマグルマコウヤコケシノブ   53カヤ コウヤコケシノブ   

コウヤコケシノブ   36ツガ コウヤコケシノブ   シノブ   

シシラン   37ツガ コウヤコケシノブ   ヒメノキシノブ   

カタヒバ   38ヤマグルマコウヤコケシノブ   

54アカガシ 

カタヒバ   

28ア カ ガ

シ 

ヒメノキシノブ   39ツガ コウヤコケシノブ   カタヒバ   

カタヒバ   ヒメノキシノブ   マメヅタ   

ミヤマノキシノブ   

40アカガシ 

コウヤコケシノブ   ヒメノキシノブ   

タカノハウラボシ   スギラン １株

55ウ ラ ジ ロ

ガシ 

シノブ   

29ア カ ガ

シ 

シシラン   シノブ   ヤシャビシャク １株

ヒメノキシノブ   カタヒバ   カタヒバ   

コウヤコケシノブ   

41アカガシ 

ミヤマノキシノブ   ヒメノキシノブ   

シシラン   カタヒバ   シシラン   

30ア カ ガ

シ 

セッコク   

42アカガシ 

ヒメノキシノブ   シノブ   

シシラン   コウヤコケシノブ   

56アカガシ 

セッコク   

コウヤコケシノブ   ヒメノキシノブ   57アカガシ カタヒバ   

シノブ   

43アカガシ 

ミヤマノキシノブ   シノブ   

タカノハウラボシ   44モミ コウヤコケシノブ   カタヒバ   

31ア カ ガ

シ 

ヒュウガギボウシ   45ツガ コウヤコケシノブ   

58アカガシ 

ヒメノキシノブ   

コウヤコケシノブ   ミヤマノキシノブ   カタヒバ   

ヒメノキシノブ   ヒメノキシノブ   コウヤコケシノブ   

32ア カ ガ

シ 

ミヤマノキシノブ   カタヒバ   

59アカガシ 

マメヅタ   

ヒュウガギボウシ   

46アカガシ 

タカノハウラボシ   コウヤコケシノブ   

コウヤコケシノブ   47モミ コウヤコケシノブ   シノブ   

シノブ   コウヤコケシノブ   カタヒバ   

シシラン   

48スギ 

シシラン   

60ツガ 

ヒメノキシノブ   

ヒメノキシノブ   コウヤコケシノブ   61アカマツ 着生なし   

33ア カ ガ

シ 

ウチワゴケ   

49スギ 

タカノハウラボシ       

コウヤコケシノブ   シノブ       

ヤシャビシャク ２株 

50アカガシ 

カタヒバ       

タカノハウラボシ   51モミ コウヤコケシノブ       

34ツガ 

ミヤマノキシノブ   52ツガ コウヤコケシノブ       
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表 10 川中神社周辺地区で確認された着生植物 
No 着生木 着生植物 備考 No 着生木 着生植物 備考 No 着生木 着生植物 備考

カタヒバ   69ムクロジ マメヅタ   カタヒバ   

マメヅタ   70ウラジロガシ マメヅタ   シノブ   

62イチイガシ 

シノブ   マメヅタ   

81イチイガシ 

マメヅタ   

ウチワゴケ   

71イスノキ 

ウチワゴケ   カタヒバ   

アオガネシダ   マメヅタ   シノブ   

シノブ   カタヒバ   

82イチイガシ 

ヒトツバ   

セッコク   アオガネシダ   83ムクロジ ボウラン ２株

63クスノキ 

ヒトツバ   

72イチイガシ 

シノブ   カタヒバ   

シノブ   カタヒバ   マメヅタ   

フウラン   シノブ   

84タブノキ 

セッコク   

カタヒバ   アオガネシダ   シノブ   

ナゴラン   ボウラン ３株 ノキシノブ   

マメヅタ   

73ムクノキ 

マメヅタ   マメヅタ   

セッコク   カタヒバ   

85タブノキ 

ボウラン ５株

64イチイガシ 

ボウラン   クリハラン   アオガネシダ   

65クスノキ シノブ   シノブ   

86イスノキ 

マメヅタ   

マメヅタ   ヒトツバ   カタヒバ   

ヒトツバ   

74イチイガシ 

アオガネシダ   シノブ   

アオガネシダ   カタヒバ   ナゴラン   

シノブ   

75イチイガシ 

シノブ   

87イチイガシ 

マメヅタ   

タカノハウラボシ   76クスノキ 着生なし   88イスノキ マメヅタ   

66イチイガシ 

セッコク   カタヒバ   カタヒバ   

カタヒバ   

77イチイガシ 

シノブ   シノブ   

シノブ   カタヒバ   マメヅタ   

アオガネシダ   ヒトツバ   

89タブノキ 

ノキシノブ   

マメヅタ   シノブ   マメヅタ   

フウラン   

78イチイガシ 

アオガネシダ   ヒトツバ   

67イチイガシ 

ナゴラン   カタヒバ   カタヒバ   

カタヒバ   

79イチイガシ 

シノブ   シノブ   

シノブ   アオガネシダ   

90イチイガシ 

フウラン   

コウザキシダ   カタヒバ   マメヅタ   

マメヅタ   マメヅタ   ミヤマノキシノブ   

        ムギラン   

68イチイガシ 

    

80タブノキ 

    

91イスノキ 

マツバラン １株
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表 4 希少猛禽類確認回数（のべ回数） 

種 名 

調査期日 
クマタカ ミサゴ ハイタカ ツミ 

平成 21 年 12 月 23 日 16 2 3 1 
平成 21 年 12 月 24 日 10 0 2 0 
平成 21 年 12 月 25 日 3 0 1 0 

小 計 29 2 6 1 
平成 22 年 1 月 28 日 25 0 4 0 
平成 22 年 1 月 29 日 23 0 3 0 
平成 22 年 1 月 30 日 19 1 1 0 

小 計 67 1 8 0 
平成 22 年 2 月 18 日 28 0 1 0 
平成 22 年 2 月 19 日 13 1 0 1 
平成 22 年 2 月 20 日 14 1 1 0 

小 計 55 2 2 1 
合 計 151 5 16 2 
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表 4-1-1 自動撮影調査結果       単位：撮影枚数 

調査プロット P13 P14 P15 P16 P17 P18 総計 

撮影期間 

2009～2010 年 

(実質撮影期間) 

11/2-1/27 の 

87 日間 

(87 日間) 

11/2-1/27 の 

87 日間 

(87 日間) 

11/2-1/27 の 

87 日間 

(87 日間) 

11/4-1/26 の 

84 日間 

(84 日間) 

11/3-1/26 の 

85 日間 

(85 日間) 

11/3-1/26 の 

85 日間 

(85 日間) 

 

ｴｻの設置回数 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回  

林分の発達段階 人工林/若齢 天然林/成熟 天然林/若齢 天然林/老齢 天然林/若齢 天然林/成熟  

林齢(年生) 24 114 114 159 25 124  

標高(m) 580 250 270 640 770 770  

コウモリ類     1 3 4 
ネズミ類 5 26 6 41 24 13 115 
ホンドタヌキ  8 11   2 21 
ホンドテン  3 4 2 2 14 25 
ホンドイタチ   4  4 7 15 
ニホンアナグマ   4    4 
ニホンイノシシ 1 3 4    8 
ニホンカモシカ  1     1 
ニホンジカ  8 12 2 15  37 
不明(哺乳類)  1 3 1 3  8 
コシジロヤマドリ  12 2    14 
トラツグミ  1     1 
シロハラ   4 10   14 
ルリビタキ      1 1 
アオゲラ    1   1 
アオバト  1     1 
キジバト 6      6 
不明(鳥類)     1  1 
昆虫(鱗翅目)  1 1    2 
作業・動作確認 3 4 5 5 4 5 26 
写らず(誤写等) 95 23 35 31 20 36 240 

合 計 110 92 95 93 74 81 545 

野生動物種数* 3 9 9 5 5 6  
＊ 種数はイヌ・不明・昆虫・識別不能を除きカウントした。 
＊ コウモリ類はニホンコテングコウモリ又はニホンテングコウモリと思われる。 
＊ ネズミ類はアカネズミ又はヒメネズミと思われる。 
注：調査野帳は、別冊資料編に整理した。 
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表4-3-1 鳥類調査結果 地点別個体数集計 
地点 

調査月日 
種 名 

 P13   P14   P15  

11/2 12/20 1/27 11/2 12/20 1/27 11/2 12/20 1/27 

トビ       +   
クマタカ +       +  
コシジロヤマドリ          
キジバト  1 3   1    
アオバト     8 1   5 
アオゲラ   +   +    
オオアカゲラ        2  
コゲラ     1 2   1 
イワツバメ     +     
キセキレイ    1      
ﾘ ｭ ｳ ｷ ｭ ｳ ｻ ﾝ ｼ ｮ ｳ ｸ ｲ       1   
ヒヨドリ 7 16 16 6 4 7 3 7 7 
カワガラス    1  2    
ミソサザイ          
トラツグミ          
シロハラ 1  1   1  ＋ 2 
ウグイス 1         
ルリビタキ      1    
ジョウビタキ   1  1  1   
エナガ   1  11 2    
コガラ          
ヒガラ          
ヤマガラ 2  2 6 5 2 3 4 1 
シジュウカラ  1    2    
ゴジュウカラ    1    1  
メジロ 2 3  7 9 3 4 9 3 
ミヤマホオジロ   4       
カワラヒワ 1         
カケス  2 3   1   2 
ハシブトガラス  2 1 + 1     
ソウシチョウ       +   

種数 6 6 9 6 8 12 5 6 6 
個体数計 14 25 32 22 40 25 12 23 21 
＊ 種名欄には、調査期間中に緑の回廊（D ゾーン）内で確認された種も記載した。 
＊ +はプロットセンサス範囲外で確認したものを示す。 
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表4-3-1 鳥類調査結果 地点別個体数集計（つづき） 
地点 

調査月日 
種 名 

 P16   P17   P18  

11/4 12/21 1/26 11/3 12/21 1/26 11/3 12/21 1/26 

トビ          
クマタカ          
コシジロヤマドリ          
キジバト 1         
アオバト          
オオアカゲラ          
コゲラ 3 1 1  1     
イワツバメ          
キセキレイ       1   
ﾘ ｭ ｳ ｷ ｭ ｳ ｻ ﾝ ｼ ｮ ｳ ｸ ｲ          
ヒヨドリ 7 6 5 4 3 1 4 2 2 
カワガラス       1 1  
ミソサザイ 1  1    3 1 2 
トラツグミ      1    
シロハラ 1 1        
ウグイス          
ルリビタキ          
ジョウビタキ    1 2 1    
エナガ   2 8 7     
コガラ    1      
ヒガラ 1         
ヤマガラ 3 1 2 4 3 5 3 1 1 
シジュウカラ          
ゴジュウカラ 2         
メジロ 13 8 5  5 6   1 
ミヤマホオジロ 1  5  5     
カワラヒワ   3       
カケス 1  2  1 2  1  
ハシブトガラス 1  +  1   1  
ソウシチョウ    2      

種数 12 5 9 6 9 6 5 6 4 
個体数計 35 17 26 20 28 16 12 7 6 
＊ 種名欄には、調査期間中に緑の回廊（D ゾーン）内で確認された種も記載した。 
＊ +はプロットセンサス範囲外で確認したものを示す。 
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表 5-2-1 指標区分とターゲット種候補 
指標区分 概   要 ターゲット種候補 

生物的指標種 環境条件の要求性をもつ種群を代表す

る種 
コウモリ類 
ムササビ 
コシジロヤマドリ 

キーストーン種 生物間相互作用と多様性の要をなして

いる種 
ニホンジカ 

アンブレラ種 生息地の面積要求性が大きい種 クマタカ 
象徴種 美しさや魅力によって保護をアピール

することに役立つ種 
ニホンカモシカ 
コシジロヤマドリ 
ヤマセミ、オオルリ 

危急種 希少種や絶滅の危険の高い種 ニホンカモシカ 
クマタカ 
コシジロヤマドリ 
トラツグミ 
キビタキ 
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図 2 定点調査地点位置図 
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表 4 希少猛禽類確認回数（のべ回数） 

種 名 

調査期日 
クマタカ ミサゴ ハチクマ オオタカ ハイタカ ノスリ 

平成 22 年 8 月 10 日 31 0 1 0 0 0 
平成 22 年 8 月 11 日 20 0 0 0 0 0 
平成 22 年 8 月 12 日 22 0 0 0 1 0 

小 計 73 0 1 0 1 0 
平成 22 年 12 月 23 日 19 1 0 0 2 0 
平成 22 年 12 月 24 日 10 0 0 1 8 0 
平成 22 年 12 月 35 日 15 0 0 0 5 0 

小 計 44 1 0 1 15 0 
平成 23 年 1 月 20 日 20 0 0 0 1 1 
平成 23 年 1 月 21 日 11 0 0 0 0 0 
平成 23 年 1 月 22 日 24 0 0 0 4 0 

小 計 55 0 0 0 5 1 
合 計 172 1 1 1 21 1 
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表 5-1-2 緑の回廊モニタリング調査で確認された希少種 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）＊希少性 
種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（最終改正：平成 17 年 7 月 26 日） 
国 RDB：「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物」（環境省編 2002 年） 
県 RDB：「宮崎県版ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ 宮崎の保護上重要な野生生物」（宮崎県 2000、2007 年） 

＊＊確認した調査プロット等 
数字は調査プロット番号、A・B は当該調査のゾーン区分 
自動撮影、ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ、鳥類調査時以外（移動中等）で確認され
た種は該当ゾーン区分に○を記した。 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 A B C D

ウチョウラン（ラン科）
国RDB；絶滅危惧Ⅱ類
県RDB；絶滅危惧IA類

○

エビネ（ラン科）
国RDB；準絶滅危惧
県RDB；絶滅危惧Ⅱ類

○

ナギラン（ラン科）
国RDB；絶滅危惧Ⅱ類
県RDB；絶滅危惧Ⅱ類

○

ベニシュスラン（ラン科） 県RDB；絶滅危惧IA類 ○

マメヅタラン（ラン科）
国RDB；準絶滅危惧
県RDB；準絶滅危惧

○

ムギラン（ラン科）
国RDB；準絶滅危惧
県RDB；準絶滅危惧

○

コウモリ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国RDB；絶滅危惧Ⅱ類
県RDB；情報不足

　ニホンテングコウモリ 国RDB；絶滅危惧Ⅱ類

ムササビ（ﾈｽﾞﾐ目ﾘｽ科） 県RDB；準絶滅危惧 ○

ホンドイタチ
（ﾈｺ目ｲﾀﾁ科）

県RDB；準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ニホンカモシカ(ｳｼ目ｳｼ科)
文化財保護法；特別天然記念物
国RDB；絶滅のおそれのある地域個体群
県RDB；その他保護上重要な種

○

国RDB；準絶滅危惧
県RDB；準絶滅危惧
国RDB；準絶滅危惧
県RDB；準絶滅危惧

ツミ（ﾀｶ目ﾀｶ科） 県RDB；準絶滅危惧 ○

種の保存法；国内希少野生動植物種
国RDB；絶滅危惧ⅠB類
県RDB；絶滅危惧Ⅱ類

コシジロヤマドリ 国RDB；準絶滅危惧
（ｷｼﾞ目ｷｼﾞ科） 県RDB；その他保護上重要な種

コマドリ（ｽｽﾞﾒ目ﾋﾀｷ科） 県RDB；準絶滅危惧 ○

トラツグミ
（ｽｽﾞﾒ目ﾋﾀｷ科）

県RDB；準絶滅危惧 ○ ○ ○ ○

キビタキ（ｽｽﾞﾒ目ﾋﾀｷ科） 県RDB；準絶滅危惧 ○ ○

オオルリ（ｽｽﾞﾒ目ﾋﾀｷ科） 県RDB；準絶滅危惧 ○

○ ○

○ ○

○

○○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

クマタカ（ﾀｶ目ﾀｶ科） ○

○ハイタカ（ﾀｶ目ﾀｶ科）

ミサゴ（ﾀｶ目ﾀｶ科）

種名（目科） 希少性
＊ 確認した調査プロット等

＊＊

　ニホンコテングコウモリ
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表 3-23 確認されている希少植物種 

絶滅の危険性

環
　
境
　
省
　
区
　
分

宮
　
崎
　
県
　
区
　
分

人
　
為
　
圧
　
迫

採
取
の
対
象

と
な
り
や
す
い
種

シ
カ
の
食
害
の
対
象
と

な
り
や
す
い
種

当
該
保
護
林
に
お
い
て

代
表
的
な
種

アキザキヤツシロラン ○ ○ 国、宮崎県RDBに指定はないが相応なもの

イヨクジャク ● CR-d ○
ウエマツソウ ○ VU CR-d ○
ウスギムヨウラン ○ ○ 国、宮崎県RDBに指定はないが相応なもの

ウチョウラン ○ VU CR-g 観賞用 ○ ○
ウメガサソウ ○ EN-r その他
エビガラシダ ○ VU VU-r △
エビネ ○ NT VU-g 観賞用 ○ ○
オサラン ◎ VU VU-g 観賞用 ○
オトコシダ ○ NT-r 観賞用 △
ガガイモ ○ NT-r
カシノキラン ○ VU NT-g 観賞用 ○
カヤラン ● VU-g 観賞用 ○ ○
カラクサシダ ○ CR-r
ガンゼキラン ◎ VU EN-g 観賞用 ○ ○ ○
キバナノセッコク ○ EN CR-r 観賞用 ○ ○
キバナノホトトギス ○ VU NT-g 観賞用 ○ ○
キヨスミウツボ ○ VU-g
キリシマエビネ ○ EN EN-g 観賞用 ○ ○
キリシマシャクジョウ ◎ VU EN-g
キンラン ○ VU NT-g 観賞用 △ ○
クサソテツ（綾南川） ○ OT-2 その他 △ ○
クマガイソウ ○ VU EN-g 観賞用 ○ ○ ○
クロムヨウラン ◎ EN-g
コケシノブ ○ CR-d
コケホラゴケ ○ CR-r
コヤブタバコ ○ EN-r
サツマシダ ○ EN CR-r 観賞用 ○ ○ ○ 一度野生絶滅（EW）に区分されていた

シシンラン ○ VU CR-g 観賞用 ○ ○
シャクジョウソウ ○ NT-r
シロシャクジョウ ○ CR-r
ズイナ ○ NT-r ○
センブリ ○ NT-g 薬用 ○
タキミシダ ○ EN CR-r 観賞用 ○ ○
タシロラン ○ NT VU-g
ツリシュスラン ○ CR-g 観賞用 ○ ○
ドウダンツツジ ○ CR-r 観賞用 ○ シロ～が多いが、ベニ～もある

ナギラン ○ VU VU-g 観賞用 ○ ○
ナゴラン ● EN EN-g 観賞用 ○ ○
ナタオレノキ ○ VU-r
ナツエビネ ◎ VU NT-g 観賞用 ○ ○
ナンカクラン ○ VU-g 観賞用 ○ ○
ニセヨゴレイタチシダ ○ NT NT-r
ハナガガシ ◎ VU NT-g ○ ○
ハルザキヤツシロラン ○ VU VU-r
ハルリンドウ ● NT-g 観賞用
ヒカゲアマクサシダ ○ EN-r 観賞用 ○
ヒナノシャクジョウ ○ CR-r
ヒメサジラン ○ CR-r ○ ○
ヒメノヤガラ ○ VU CR-r その他
ヒモラン ● EN VU-g 観賞用 ○ ○
ヒュウガアジサイ ○ EN VU-g 観賞用 ○ ○
ヒロハアツイタ ○ VU CR-r 観賞用 ○ ○
フウラン ◎ VU VU-g 観賞用 ○

和名　（ 種 ・ 亜種 ・ 変種 ）

保全対象とすべき理由

備　　考

現
地
で
の
確
認
状
況
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表 3-23 確認されている希少植物種（つづき） 

絶滅の危険性

環
　
境
　
省
　
区
　
分

宮
　
崎
　
県
　
区
　
分

人
　
為
　
圧
　
迫

採
取
の
対
象

と
な
り
や
す
い
種

シ
カ
の
食
害
の
対
象
と

な
り
や
す
い
種

当
該
保
護
林
に
お
い
て

代
表
的
な
種

ベニシュスラン ○ CR-g 観賞用 ○ ○
ホコガタシダ ○ CR CR-r 観賞用 △
ホシケイラン ○ ○ ○ 国、宮崎県RDBに指定はないが相応なもの

ホソバヤブソテツ ○ CR-r
ホンゴウソウ ○ VU CR-r ○ ○
マツバラン ● NT VU-r 観賞用 ○ ○
マメヅタラン ● NT NT-g 観賞用 △
マヤラン ○ VU EN-r 観賞用 △ ○ ○
マルバテイショウソウ ◎ EN NT-g その他 ○
ミドリワラビ ○ CR-r
ムギラン ● NT NT-g 観賞用
モエジマシダ ○ VU-r △ ○
モミジコウモリ ○ VU NT-g その他 ○
ヤクシマアカシュスラン ○ VU VU-g 観賞用 △ ○
ヤクシマツチトリモチ ○ EN-r ○ ○
ヤクシマラン ○ EN CR-r 観賞用 ○ ○
ヤマクルマバナ ○ NT-g
ヤマハンショウヅル ● CR-r ○
ユウシュンラン ○ VU CR-r 観賞用 ○ ○
ヨコグラノキ ○ EN-r ○ ○

和名　（ 種 ・ 亜種 ・ 変種 ）

現
地
で
の
確
認
状
況

保全対象とすべき理由

備　　考

 

※現地での確認状況のうち「○」は河野耕三氏が把握している種、「◎」は平成 22 年度 綾森林生態系保

護地域保全管理計画基礎調査で確認された種、「●」は本調査で確認された種を示す。 

※RDB のランクは CR：絶滅危惧ⅠＡ類、EN：絶滅危惧ⅠＢ類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：

情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、OT：その他保護上重要な種 を示す。 

※宮崎県 RDB の表記のうち、-d（deficient）は近年確認情報がなく、今後も確認情報が得られなければ

絶滅に位置づけられるもの、-r（rare）はもともと希であったものが数か所でのみ生育しているもの、

-g（general）は過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、原則として、現在は

数か所で生育するか、あるいは個体数が大幅に減少しているものを示す。 

※採取の対象となりやすい種のうち、「○」は一般人に採取される可能性があるもの、「△」は好事家に

よる採取が懸念されるものを示す。 
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■ 動物 

 当保護林で聞き取り及び現地調査等により確認されている希少動物種は表 3-24に

示すとおり 10 種であり、宮崎県ＲＤＢの分類によるとクマタカが絶滅危惧Ⅱ類

に該当している。クマタカは環境省ＲＤＢでは絶滅危惧ⅠＢ類に該当している。

また、ニホンカモシカは生息南限域に位置することから、環境省ＲＤＢで絶滅

のおそれのある地域個体群とされており、当保護林において代表的な種と位置

づけられている。 

 また、隣接するてるは郷土の森では表 3-24 に挙げられている他に 12 種の希少鳥

類が確認されており当保護林も利用している可能性がある。また、本庄川（綾

南川）上流の須木でサンショウウオ、南方の県有林でヤマネ、ニホンモモンガ

の生息が確認されており、当保護林にも生息している可能性がある。 

 

表 3-24 確認されている希少動物種 

種名 環境省 RDB 宮崎県 RDB 備  考 

哺乳類 
ニホンカモシカ LP OT-1 

当該保護林において代

表的な種 

ムササビ  NT-g  

鳥類 

アカショウビン  NT-r  

オオルリ  NT-g  

キビタキ  NT-g  

クマタカ EN VU-g  

コシジロヤマドリ NT NT-g  

サンコウチョウ  NT-g  

トラツグミ  NT-g  

両生類 ニホンヒキガエル  NT-g  

※RDB の分類は前項、植物種のものに準ずる。 
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表 3-33 植物相調査出現種リスト 

科名 種名 沢沿い 斜面上 尾根上 国RDB 県RDB
ｱｶﾈ科 ﾍｸｿｶｽﾞﾗ ○
ｱｼﾞｻｲ科 ｲﾜｶﾞﾗﾐ ○ ○ ○
ｱｼﾞｻｲ科 ｶﾞｸｳﾂｷﾞ ○
ｱｼﾞｻｲ科 ｺｶﾞｸｳﾂｷﾞ ○ ○ ○
ｱｼﾞｻｲ科 ﾂﾙｱｼﾞｻｲ ○
ｱｼﾞｻｲ科 ﾉﾘｳﾂｷﾞ ○
ｱｼﾞｻｲ科 ﾏﾙﾊﾞｳﾂｷﾞ ○ ○
ｱｼﾞｻｲ科 ﾔﾊｽﾞｱｼﾞｻｲ ○
ｱﾌﾞﾗﾅ科 ﾕﾘﾜｻﾋﾞ ○
ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ科 ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ ○
ｲﾇｶﾞﾔ科 ｲﾇｶﾞﾔ ○
ｲﾈ科 ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ ○
ｲﾈ科 ｽｽﾞﾀｹ ○
ｲﾈ科 ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ ○ ○
ｲﾉﾓﾄｿｳ科 ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ ○
ｲﾉﾓﾄｿｳ科 ﾅﾁｼﾀﾞ ○
ｲﾗｸｻ科 ｶﾃﾝｿｳ ○
ｲﾗｸｻ科 ｺｱｶｿ ○
ｲﾜﾀﾊﾞｺ科 ｲﾜﾀﾊﾞｺ ○
ｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ科 ｼｹﾁｼﾀﾞ ○ ○
ｲﾜﾋﾊﾞ科 ｶﾀﾋﾊﾞ ○ ○ ○
ｳｺｷﾞ科 ｺｼｱﾌﾞﾗ ○
ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ科 ｵｵﾊﾞｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ ○
ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾋﾄﾂﾊﾞ ○
ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾋﾒﾉｷｼﾉﾌﾞ ○ ○
ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾏﾒﾂﾞﾀ ○ ○ ○
ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾐﾔﾏﾉｷｼﾉﾌﾞ ○ ○ ○
ｳﾘ科 ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ ○
ｳﾙｼ科 ﾂﾀｳﾙｼ ○
ｳﾙｼ科 ﾔﾏｳﾙｼ ○
ｴｺﾞﾉｷ科 ｴｺﾞﾉｷ ○
ｵｼﾀﾞ科 ｲﾉﾃﾞ ○ ○
ｵｼﾀﾞ科 ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ ○
ｵｼﾀﾞ科 ｸﾏﾜﾗﾋﾞ ○
ｵｼﾀﾞ科 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ ○ ○
ｵｼﾀﾞ科 ﾔﾏｲﾀﾁｼﾀﾞ ○
ｶｴﾃﾞ科 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ ○
ｶｴﾃﾞ科 ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ ○
ｶｴﾃﾞ科 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ ○
ｶｴﾃﾞ科 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ ○ ○
ｶｴﾃﾞ科 ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ ○
ｶﾊﾞﾉｷ科 ｱｶｼﾃﾞ ○ ○
ｶﾊﾞﾉｷ科 ｲﾇｼﾃﾞ ○ ○
ｶﾊﾞﾉｷ科 ﾐｽﾞﾒ ○ ○
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科 ｶﾝｽｹﾞ ○
ｷｸ科 ｷｯｺｳﾊｸﾞﾏ ○ ○
ｷｸ科 ｼﾛﾖﾒﾅ ○
ｷｸ科 ﾅｶﾞﾊﾞﾉｺｳﾔﾎﾞｳｷ ○
ｷｸ科 ﾓﾐｼﾞｺｳﾓﾘ ○ ○ VU NT-g
ｷｼﾞﾉｵｼﾀﾞ科 ｵｵｷｼﾞﾉｵ ○
ｷｼﾞﾉｵｼﾀﾞ科 ｷｼﾞﾉｵｼﾀﾞ ○
ｷｮｳﾁｸﾄｳ科 ﾃｲｶｶｽﾞﾗ ○ ○
ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科 ﾊｲｻﾊﾞﾉｵ ○ NT-r
ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科 ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ ○ ○
ｸｽﾉｷ科 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ ○
ｸｽﾉｷ科 ｲﾇｶﾞｼ ○ ○
ｸｽﾉｷ科 ｶｺﾞﾉｷ ○
ｸｽﾉｷ科 ｶﾅｸｷﾞﾉｷ ○ ○ ○  
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表 3-33 植物相調査出現種リスト（つづき） 

科名 種名 沢沿い 斜面上 尾根上 国RDB 県RDB
ｸｽﾉｷ科 ｼﾛﾀﾞﾓ ○
ｸｽﾉｷ科 ｼﾛﾓｼﾞ ○
ｸｽﾉｷ科 ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞ ○
ｸｽﾉｷ科 ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ ○
ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科 ﾊﾏｸｻｷﾞ ○
ｸﾞﾐ科 ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ ○
ｸﾙﾐ科 ｻﾜｸﾞﾙﾐ ○
ｸﾜ科 ﾔﾏｸﾞﾜ ○
ｺｹｼﾉﾌﾞ科 ｳﾁﾜｺﾞｹ ○ ○
ｺｹｼﾉﾌﾞ科 ｺｳﾔｺｹｼﾉﾌﾞ ○
ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科 ﾂｸｼﾏﾏｺﾅ ○
ｻﾄｲﾓ科 ﾏﾑｼｸﾞｻ ○ ○
ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ科 ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ ○ ○ ○
ｼｷﾐ科 ｼｷﾐ ○ ○
ｼｼｶﾞｼﾗ科 ｼｼｶﾞｼﾗ ○ ○
ｼｼﾗﾝ科 ｼｼﾗﾝ ○
ｼｿ科 ｺﾊﾞﾉﾀﾂﾅﾐ ○
ｼｿ科 ﾔﾏｼﾞｵｳ ○ ○ ○
ｼﾉﾌﾞ科 ｼﾉﾌﾞ ○ ○
ｽｷﾞ科 ｽｷﾞ ○ ○
ｽｸﾞﾘ科 ﾔｼｬﾋﾞｼｬｸ ○ NT EN-g
ｽﾐﾚ科 ｺﾐﾔﾏｽﾐﾚ ○ ○
ｽﾐﾚ科 ﾋﾒﾐﾔﾏｽﾐﾚ ○ ○ ○
ｽﾐﾚ科 ﾌﾓﾄｽﾐﾚ ○
ｾﾘ科 ﾋﾒﾁﾄﾞﾒ ○ ○
ﾀﾃﾞ科 ﾐｽﾞﾋｷ ○ ○
ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ科 ｺｳｻﾞｷｼﾀﾞ ○
ﾂﾂｼﾞ科 ｱｾﾋﾞ ○ ○
ﾂﾂｼﾞ科 ﾅﾝｺﾞｸﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ ○ ○
ﾂﾂｼﾞ科 ﾈｼﾞｷ ○ ○
ﾂﾂｼﾞ科 ﾔﾏﾂﾂｼﾞ ○ ○
ﾂﾊﾞｷ科 ｻｶｷ ○ ○
ﾂﾂｼﾞ科 ﾍﾞﾆﾄﾞｳﾀﾞﾝ ○
ﾂﾊﾞｷ科 ﾋｻｶｷ ○ ○
ﾂﾊﾞｷ科 ﾋﾒｼｬﾗ ○
ﾂﾊﾞｷ科 ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ ○ ○ ○
ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科 ｼﾗｷ ○ ○
ﾅﾃﾞｼｺ科 ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ ○ ○
ﾆｼｷｷﾞ科 ﾂﾘﾊﾞﾅ ○ ○
ﾆｼｷｷﾞ科 ﾂﾙﾏｻｷ ○
ﾆﾚ科 ｹﾔｷ ○ ○
ﾊｲﾉｷ科 ﾀﾝﾅｻﾜﾌﾀｷﾞ ○
ﾊｲﾉｷ科 ﾊｲﾉｷ ○ ○ ○
ﾊﾞﾗ科 ｶﾏﾂｶ ○
ﾊﾞﾗ科 ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ ○
ﾊﾞﾗ科 ﾔﾏｻﾞｸﾗ ○
ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ科 ｽｷﾞﾗﾝ ○ VU EN-r
ﾋﾉｷ科 ﾋﾉｷ ○
ﾋﾒｼﾀﾞ科 ﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ ○ ○
ﾋﾞｬｸﾌﾞ科 ﾋﾒﾅﾍﾞﾜﾘ ○
ﾌﾞﾄﾞｳ科 ﾂﾀ ○ ○ ○
ﾌﾞﾄﾞｳ科 ﾉﾌﾞﾄﾞｳ ○
ﾌﾞﾅ科 ｱｶｶﾞｼ ○ ○ ○
ﾌﾞﾅ科 ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ ○ ○ ○
ﾌﾞﾅ科 ﾌﾞﾅ ○ ○
ﾌﾞﾅ科 ﾏﾃﾊﾞｼｲ ○ ○
ﾏﾀﾀﾋﾞ科 ｻﾙﾅｼ ○
ﾏﾂﾌﾞｻ科 ﾏﾂﾌﾞｻ ○ ○  
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表 3-33 植物相調査出現種リスト（つづき） 

科名 種名 沢沿い 斜面上 尾根上 国RDB 県RDB
ﾏﾂ科 ﾂｶﾞ ○ ○ ○
ﾏﾂ科 ﾓﾐ ○ ○ ○
ﾏﾒ科 ﾔﾏﾌｼﾞ ○
ﾐｶﾝ科 ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ ○ ○
ﾐｶﾝ科 ﾏﾂｶｾﾞｿｳ ○ ○ ○
ﾐｶﾝ科 ﾐﾔﾏｼｷﾐ ○
ﾐｽﾞｷ科 ﾐｽﾞｷ ○
ﾓｸｾｲ科 ﾈｽﾞﾐﾓﾁ ○ ○
ﾓｸｾｲ科 ﾔﾏﾄｱｵﾀﾞﾓ ○
ﾓﾁﾉｷ科 ｱｵﾊﾀﾞ ○
ﾓﾁﾉｷ科 ｲﾇﾂｹﾞ ○
ﾓﾁﾉｷ科 ｿﾖｺﾞ ○ ○
ﾔﾏｸﾞﾙﾏ科 ﾔﾏｸﾞﾙﾏ ○
ﾔﾏﾉｲﾓ科 ﾔﾏﾉｲﾓ ○
ﾕｷﾉｼﾀ科 ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ ○ ○
ﾕｽﾞﾘﾊ科 ﾕｽﾞﾘﾊ ○
ﾕﾘ科 ｵｵｷﾂﾈﾉｶﾐｿﾘ ○ ○
ﾕﾘ科 ﾋｭｳｶﾞｷﾞﾎﾞｳｼ ○
ﾕﾘ科 ﾔﾏｼﾞﾉﾎﾄﾄｷﾞｽ ○
ﾗﾝ科 ｳﾁｮｳﾗﾝ ○ ○ VU CR-g
ﾗﾝ科 ｾｯｺｸ ○ ○
ﾗﾝ科 ﾅｺﾞﾗﾝ ○ EN EN-g
ﾗﾝ科 ﾏﾒﾂﾞﾀﾗﾝ ○ NT NT-g
ﾗﾝ科 ﾑｷﾞﾗﾝ ○ ○ NT NT-g
ﾘｮｳﾌﾞ科 ﾘｮｳﾌﾞ ○
ﾘﾝﾄﾞｳ科 ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ ○  

※RDB のランクは CR：絶滅危惧ⅠＡ類、EN：絶滅危惧ⅠＢ類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：

情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、OT：その他保護上重要な種 を示す。 

※宮崎県 RDB の表記のうち、-r（rare）はもともと希であったものが数か所でのみ生息しているもの、

-g（general）は過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、原則として、現

在は数か所で生息するか、あるいは個体数が大幅に減少しているものを示す。 
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表 3-34 確認されている希少植物種 

絶滅の危険性

環
　
境
　
省
　
区
　
分

宮
　
崎
　
県
　
区
　
分

人
　
為
　
圧
　
迫

採
取
の
対
象

と
な
り
や
す
い
種

シ
カ
の
食
害
の
対
象
と

な
り
や
す
い
種

当
該
保
護
林
に
お
い
て

代
表
的
な
種

イガホオズキ ○ EN-r
ウチョウラン ● VU CR-g 観賞用 ○ ○
ウメガサソウ ○ EN-r その他
ウラジロミツバツツジ ○ VU NT-g その他 ○ ○
エビネ ○ NT VU-g 観賞用 ○ ○
オサラン ○ VU VU-g 観賞用 ○
カヤラン ○ VU-g 観賞用 ○ ○
キリシマシャクジョウ ○ VU EN-g
コケシノブ ○ CR-d
サルメンエビネ ○ VU CR-r 観賞用 ○ ○ ○
スギラン ● VU EN-r 観賞用 ○ ○
チャボホトトギス ○ CR-r 観賞用 ○ ○ ○
ツリシュスラン ○ CR-g 観賞用 ○ ○
ドウダンツツジ ● CR-r 観賞用 ○
ナゴラン ● EN EN-g 観賞用 ○ ○
ナツエビネ ○ VU NT-g 観賞用 ○ ○
ハイサバノオ ● NT-r
ハルリンドウ ○ NT-g 観賞用
ヒメサジラン ○ CR-r ○ ○
ヒメノヤガラ ○ VU CR-r その他
ヒュウガアジサイ ○ EN VU-g 観賞用 ○ ○
ヒュウガヒロハテンナンショウ ○ CR CR-r 観賞用 ○
フウラン ○ VU VU-g 観賞用 ○
ホテイシダ ○ CR-r 観賞用 △
マツグミ ○ NT-g △ ○
マメヅタラン ● NT NT-g 観賞用 △
ムギラン ● NT NT-g 観賞用
モミジコウモリ ○ VU NT-g その他 ○
ヤシャビシャク ● NT EN-g 観賞用 ○ ○

和名　（ 種 ・ 亜種 ・ 変種 ）

保全対象とすべき理由

備　　考

現
地
で
の
確
認
状
況

 
※現地での確認状況のうち「○」は河野耕三氏が把握している種、「◎」は平成 22 年度 綾森林生態系保

護地域保全管理計画基礎調査で確認された種、「●」は本調査で確認された種を示す。 

※RDB のランクは CR：絶滅危惧ⅠＡ類、EN：絶滅危惧ⅠＢ類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：

情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、OT：その他保護上重要な種 を示す。 

※宮崎県 RDB の表記のうち、-d（deficient）は近年確認情報がなく、今後も確認情報が得られなければ

絶滅に位置づけられるもの、-r（rare）はもともと希であったものが数か所でのみ生育しているもの、

-g（general）は過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、原則として、現

在は数か所で生育するか、あるいは個体数が大幅に減少しているものを示す。 

※採取の対象となりやすい種のうち、「○」は一般人に採取される可能性があるもの、「△」は好事家に

よる採取が懸念されるものを示す。 
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表 3-35 確認されている希少動物種 

種名 環境省 RDB 宮崎県 RDB 備  考 

哺乳類 

ニホンカモシカ LP OT-1 
当該保護林において代

表的な種 

ホンドイタチ  DD-2  

ヒメヒミズ  DD-1  

鳥類 

イヌワシ EN CR-r  

クマタカ EN VU-g  

コシジロヤマドリ NT NT-g  

トラツグミ  VU-g  

※RDB の分類は前項、植物種のものに準ずる。 
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表 3-53 植物相調査出現種リスト 

科名 種名 国RDB 県RDB
ｱｶﾈ科 ﾍｸｿｶｽﾞﾗ
ｱｼﾞｻｲ科 ｲﾜｶﾞﾗﾐ
ｱｼﾞｻｲ科 ｺｶﾞｸｳﾂｷﾞ
ｱｼﾞｻｲ科 ﾂﾙｱｼﾞｻｲ
ｲﾁｲ科 ｶﾔ
ｲﾇｶﾞﾔ科 ｲﾇｶﾞﾔ
ｲﾜﾋﾊﾞ科 ｶﾀﾋﾊﾞ
ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ科 ｷﾝﾁｬｸｱｵｲ
ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾀｶﾉﾊｳﾗﾎﾞｼ
ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾋﾒﾉｷｼﾉﾌﾞ
ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾏﾒﾂﾞﾀ
ｳﾘ科 ｷｶﾗｽｳﾘ
ｴｺﾞﾉｷ科 ｴｺﾞﾉｷ
ｶｴﾃﾞ科 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ
ｶｴﾃﾞ科 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ
ｶｷﾉｷ科 ﾔﾏｶﾞｷ
ｶﾊﾞﾉｷ科 ｱｶｼﾃﾞ
ｶﾊﾞﾉｷ科 ｲﾇｼﾃﾞ
ｶﾊﾞﾉｷ科 ｸﾏｼﾃﾞ
ｷｸ科 ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ
ｷｮｳﾁｸﾄｳ科 ﾃｲｶｶｽﾞﾗ
ｸｽﾉｷ科 ｲﾇｶﾞｼ
ｸｽﾉｷ科 ｶｺﾞﾉｷ
ｸｽﾉｷ科 ｶﾅｸｷﾞﾉｷ
ｸｽﾉｷ科 ｼﾛﾓｼﾞ
ｸｽﾉｷ科 ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞ
ｸﾛｳﾒﾓﾄﾞｷ科 ｵｵｸﾏﾔﾅｷﾞ
ｸﾜ科 ﾔﾏｸﾞﾜ
ｺｹｼﾉﾌﾞ科 ｺｳﾔｺｹｼﾉﾌﾞ
ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科 ﾄｷﾜﾊｾﾞ
ｻﾄｲﾓ科 ﾏﾑｼｸﾞｻ
ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ科 ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ
ｼｷﾐ科 ｼｷﾐ
ｼｼｶﾞｼﾗ科 ｼｼｶﾞｼﾗ
ｼｿ科 ｺﾊﾞﾉﾀﾂﾅﾐ
ｼｿ科 ｼﾓﾊﾞｼﾗ
ｼｿ科 ﾔﾏｼﾞｵｳ
ｼｿ科 ﾚﾓﾝｴｺﾞﾏ
ｼﾉﾌﾞ科 ｼﾉﾌﾞ
ｼﾞﾝﾁｮｳｹﾞ科 ｷｶﾞﾝﾋﾟ
ｽｷﾞ科 ｽｷﾞ
ｽﾐﾚ科 ﾋﾒﾐﾔﾏｽﾐﾚ
ｾﾘ科 ﾋﾒﾁﾄﾞﾒ
ｾﾞﾝﾏｲ科 ｾﾞﾝﾏｲ
ﾂﾂｼﾞ科 ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ CR-r
ﾂﾂｼﾞ科 ﾅﾝｺﾞｸﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ
ﾂﾂｼﾞ科 ﾈｼﾞｷ
ﾂﾂｼﾞ科 ﾋｶｹﾞﾂﾂｼﾞ
ﾂﾂｼﾞ科 ﾌｼﾞﾂﾂｼﾞ
ﾂﾂｼﾞ科 ﾔﾏﾂﾂｼﾞ
ﾂﾊﾞｷ科 ｻｶｷ
ﾂﾊﾞｷ科 ﾋｻｶｷ
ﾂﾊﾞｷ科 ﾋﾒｼｬﾗ
ﾂﾊﾞｷ科 ﾓｯｺｸ
ﾂﾊﾞｷ科 ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ
ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科 ｼﾗｷ
ﾆｶﾞｷ科 ﾆｶﾞｷ
ﾆｼｷｷﾞ科 ﾂﾙﾏｻｷ

 科名 種名 国RDB 県RDB
ﾊｲﾉｷ科 ﾀﾝﾅｻﾜﾌﾀｷﾞ
ﾊｲﾉｷ科 ﾊｲﾉｷ
ﾊﾞﾗ科 ｶﾏﾂｶ
ﾊﾞﾗ科 ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ
ﾊﾞﾗ科 ﾋﾒｷﾝﾐｽﾞﾋｷ
ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ科 ｽｷﾞﾗﾝ VU EN-r
ﾋﾒｼﾀﾞ科 ﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ
ﾌﾞﾄﾞｳ科 ﾂﾀ
ﾌﾞﾅ科 ｱｶｶﾞｼ
ﾌﾞﾅ科 ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ
ﾌﾞﾅ科 ﾏﾃﾊﾞｼｲ
ﾏﾀﾀﾋﾞ科 ｻﾙﾅｼ
ﾏﾂﾌﾞｻ科 ﾏﾂﾌﾞｻ
ﾏﾂ科 ｱｶﾏﾂ
ﾏﾂ科 ﾂｶﾞ
ﾏﾂ科 ﾓﾐ
ﾐｶﾝ科 ﾏﾂｶｾﾞｿｳ
ﾐｶﾝ科 ﾐﾔﾏｼｷﾐ
ﾓｸｾｲ科 ﾔﾏﾄｱｵﾀﾞﾓ
ﾓﾁﾉｷ科 ｱｵﾊﾀﾞ
ﾓﾁﾉｷ科 ｲﾇﾂｹﾞ
ﾓﾁﾉｷ科 ｿﾖｺﾞ
ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ科 ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ
ﾔﾏｸﾞﾙﾏ科 ﾔﾏｸﾞﾙﾏ
ﾕｽﾞﾘﾊ科 ﾕｽﾞﾘﾊ
ﾗﾝ科 ｳﾁｮｳﾗﾝ VU CR-g
ﾗﾝ科 ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ
ﾗﾝ科 ｾｯｺｸ
ﾗﾝ科 ﾅｺﾞﾗﾝ EN EN-g
ﾗﾝ科 ﾌｳﾗﾝ VU VU-g
ﾗﾝ科 ﾑｷﾞﾗﾝ NT NT-g
ﾘｮｳﾌﾞ科 ﾘｮｳﾌﾞ
ﾘﾝﾄﾞｳ科 ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ

 

※RDB のランクは CR：絶滅危惧ⅠＡ類、EN：絶滅

危惧ⅠＢ類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅

危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのあ

る地域個体群、OT：その他保護上重要な種 を

示す。 

※宮崎県 RDB の表記のうち、-r（rare）はもとも

と希であったものが数か所でのみ生息してい

るもの、-g（general）は過去に広く分布、あ

るいは個体数が多かったと考えられるもの

が、原則として、現在は数か所で生息するか、

あるいは個体数が大幅に減少しているものを

示す。 
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表 3-56 確認されている希少植物種 

絶滅の危険性

環
　
境
　
省
　
区
　
分

宮
　
崎
　
県
　
区
　
分

人
　
為
　
圧
　
迫

採
取
の
対
象

と
な
り
や
す
い
種

シ
カ
の
食
害
の
対
象
と

な
り
や
す
い
種

当
該
保
護
林
に
お
い
て

代
表
的
な
種

ウチョウラン ● VU CR-g 観賞用 ○ ○
ウメガサソウ ○ EN-r その他
エビネ ○ NT VU-g 観賞用 ○ ○
オサラン ○ VU VU-g 観賞用 ○
オトコシダ ○ NT-r 観賞用 △
カシノキラン ○ VU NT-g 観賞用 ○
カヤラン ● VU-g 観賞用 ○ ○
ガンゼキラン ○ VU EN-g 観賞用 ○ ○ ○
キバナノホトトギス ○ VU NT-g 観賞用 ○ ○
キリシマエビネ ○ EN EN-g 観賞用 ○ ○
キリシマシャクジョウ ○ VU EN-g
コケシノブ ● CR-d
シシンラン ○ VU CR-g 観賞用 ○ ○
シャクジョウソウ ○ NT-r
シロシャクジョウ ○ CR-r
スギラン ● VU EN-r 観賞用 ○ ○
センブリ ○ NT-g 薬用 ○
チャボホトトギス ● CR-r 観賞用 ○ ○ ○
ツリシュスラン ○ CR-g 観賞用 ○ ○
ドウダンツツジ ● CR-r 観賞用 ○
ナギラン ○ VU VU-g 観賞用 ○ ○
ナゴラン ● EN EN-g 観賞用 ○ ○
ナタオレノキ ○ VU-r
ナツエビネ ○ VU NT-g 観賞用 ○ ○
ハルリンドウ ○ NT-g 観賞用
ヒナノシャクジョウ ○ CR-r
ヒメサジラン ○ CR-r ○ ○
ヒメノヤガラ ○ VU CR-r その他
ヒモラン ○ EN VU-g 観賞用 ○ ○
ヒュウガアジサイ ○ EN VU-g 観賞用 ○ ○
フウラン ● VU VU-g 観賞用 ○
ホテイシダ ○ CR-r 観賞用 △
ホンゴウソウ ○ VU CR-r ○ ○
マツグミ ○ NT-g △ ○
マツバラン ○ NT VU-r 観賞用 ○ ○
マメヅタラン ○ NT NT-g 観賞用 △
ムギラン ● NT NT-g 観賞用
モミジコウモリ ○ VU NT-g その他 ○
ヤクシマツチトリモチ ○ EN-r ○ ○

和名　（ 種 ・ 亜種 ・ 変種 ）

保全対象とすべき理由

備　　考

現
地
で
の
確
認
状
況

 

※現地での確認状況のうち「○」は河野耕三氏が把握している種、「◎」は平成 22 年度 綾森林生態系保

護地域保全管理計画基礎調査で確認された種、「●」は本調査で確認された種を示す。 

※RDB のランクは CR：絶滅危惧ⅠＡ類、EN：絶滅危惧ⅠＢ類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：

情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、OT：その他保護上重要な種 を示す。 

※宮崎県 RDB の表記のうち、-d（deficient）は近年確認情報がなく、今後も確認情報が得られなければ

絶滅に位置づけられるもの、-r（rare）はもともと希であったものが数か所でのみ生育しているもの、

-g（general）は過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、原則として、現

在は数か所で生育するか、あるいは個体数が大幅に減少しているものを示す。 

※採取の対象となりやすい種のうち、「○」は一般人に採取される可能性があるもの、「△」は好事家に

よる採取が懸念されるものを示す。 
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表 3-57 確認されている希少動物種 

種名 環境省 RDB 宮崎県 RDB 備  考 

哺乳類 ニホンカモシカ LP OT-1 
当該保護林において代

表的な種 

鳥類 
コシジロヤマドリ NT NT-g  

トラツグミ  VU-g  

※RDB の分類は前項、植物種のものに準ずる。 
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表 3-74 植物相調査出現種リスト 

科名 種名 国RDB 県RDB
ｱｶﾈ科 ｱﾘﾄﾞｵｼ
ｱｶﾈ科 ｵｵｱﾘﾄﾞｵｼ
ｱｶﾈ科 ｶｷﾞｶｽﾞﾗ
ｱｶﾈ科 ｻﾂﾏｲﾅﾓﾘ
ｱｹﾋﾞ科 ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ
ｱｼﾞｻｲ科 ｶﾞｸｳﾂｷﾞ
ｱｼﾞｻｲ科 ｺｶﾞｸｳﾂｷﾞ
ｱｼﾞｻｲ科 ﾏﾙﾊﾞｳﾂｷﾞ
ｱﾜﾌﾞｷ科 ﾔﾏﾋﾞﾜ
ｲﾇｶﾞﾔ科 ｲﾇｶﾞﾔ
ｲﾈ科 ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ
ｲﾈ科 ｽｽｷ
ｲﾉﾓﾄｿｳ科 ｱﾏｸｻｼﾀﾞ
ｲﾉﾓﾄｿｳ科 ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ
ｲﾉﾓﾄｿｳ科 ｺﾊﾁｼﾞｮｳｼﾀﾞ
ｲﾉﾓﾄｿｳ科 ﾅﾁｼﾀﾞ
ｲﾉﾓﾄｿｳ科 ﾏﾂｻﾞｶｼﾀﾞ
ｲﾗｸｻ科 ｵｵｻﾝｼｮｳｿｳ
ｲﾗｸｻ科 ｺｱｶｿ
ｲﾗｸｻ科 ﾊﾄﾞﾉｷ
ｲﾜﾋﾊﾞ科 ｶﾀﾋﾊﾞ
ｲﾜﾋﾊﾞ科 ﾀﾁｸﾗﾏｺﾞｹ
ｳｺｷﾞ科 ｷﾂﾞﾀ
ｳｺｷﾞ科 ﾔﾂﾃﾞ
ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ科 ｵｵﾊﾞｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ
ｳﾗｼﾞﾛ科 ｺｼﾀﾞ
ｳﾗﾎﾞｼ科 ｵｵｲﾜﾋﾄﾃﾞ
ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾋﾄﾂﾊﾞ
ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾋﾒﾉｷｼﾉﾌﾞ
ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾏﾒﾂﾞﾀ
ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾐﾔﾏﾉｷｼﾉﾌﾞ
ｳﾙｼ科 ﾔﾏｳﾙｼ
ｳﾙｼ科 ﾔﾏﾊｾﾞ
ｴｺﾞﾉｷ科 ｴｺﾞﾉｷ
ｵｼﾀﾞ科 ｵｵｶﾅﾜﾗﾋﾞ
ｵｼﾀﾞ科 ｵﾘﾂﾞﾙｼﾀﾞ
ｵｼﾀﾞ科 ｶﾂﾓｳｲﾉﾃﾞ
ｵｼﾀﾞ科 ｺﾊﾞﾉｶﾅﾜﾗﾋﾞ
ｵｼﾀﾞ科 ﾍﾞﾆｼﾀﾞ
ｵｼﾀﾞ科 ﾎｿﾊﾞｲﾉﾃﾞ
ｵｼﾀﾞ科 ﾎｿﾊﾞｶﾅﾜﾗﾋﾞ
ｵｼﾀﾞ科 ﾔﾏｲﾀﾁｼﾀﾞ
ｵﾄｷﾞﾘｿｳ科 ﾌｸｷﾞ
ｶｴﾃﾞ科 ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ
ｶﾞｶﾞｲﾓ科 ｷｼﾞｮﾗﾝ
ｶｷﾉｷ科 ﾄｷﾜｶﾞｷ
ｶｷﾉｷ科 ﾔﾏｶﾞｷ
ｶｷﾉｷ科 ﾘｭｳｷｭｳﾏﾒｶﾞｷ
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科 ｲﾜｶﾝｽｹﾞ
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科 ﾅｷﾘｽｹﾞ
ｷｸ科 ｶﾞﾝｸﾋﾞｿｳ
ｷｸ科 ｺｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ
ｷｸ科 ｼﾛﾖﾒﾅ
ｷｮｳﾁｸﾄｳ科 ｻｶｷｶｽﾞﾗ
ｷｮｳﾁｸﾄｳ科 ﾃｲｶｶｽﾞﾗ
ｸｽﾉｷ科 ｲﾇｶﾞｼ
ｸｽﾉｷ科 ｶｺﾞﾉｷ
ｸｽﾉｷ科 ｸｽﾉｷ  

科名 種名 国RDB 県RDB
ｸｽﾉｷ科 ｼﾛﾀﾞﾓ
ｸｽﾉｷ科 ﾀﾌﾞﾉｷ
ｸｽﾉｷ科 ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷ
ｸｽﾉｷ科 ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞ
ｸｽﾉｷ科 ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ
ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科 ﾊﾏｸｻｷﾞ
ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科 ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ
ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科 ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ
ｸﾞﾐ科 ﾂﾙｸﾞﾐ
ｸﾞﾐ科 ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ
ｸﾜ科 ｲﾀﾋﾞｶｽﾞﾗ
ｸﾜ科 ｲﾇﾋﾞﾜ
ｸﾜ科 ﾂﾙｺｳｿﾞ
ｸﾜ科 ﾋﾒｲﾀﾋﾞ
ｸﾜ科 ﾎｿﾊﾞｲﾇﾋﾞﾜ
ｸﾜ科 ﾔﾏｸﾞﾜ
ｺｼｮｳ科 ﾌｳﾄｳｶｽﾞﾗ
ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ科 ｲﾜﾋﾒﾜﾗﾋﾞ
ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科 ﾄﾗﾉｵｽｽﾞｶｹ
ｻﾄｲﾓ科 ｶﾗｽﾋﾞｼｬｸ
ｻﾄｲﾓ科 ﾏﾑｼｸﾞｻ
ｼｷﾐ科 ｼｷﾐ
ｼｿ科 ｷﾗﾝｿｳ
ｼｿ科 ｺﾊﾞﾉﾀﾂﾅﾐ
ｼﾉﾌﾞ科 ｼﾉﾌﾞ
ｼﾞﾝﾁｮｳｹﾞ科 ｼﾏｻｸﾗｶﾞﾝﾋﾟ
ｽｲｶｽﾞﾗ科 ｷﾀﾞﾁﾆﾝﾄﾞｳ
ｽｲｶｽﾞﾗ科 ｻﾝｺﾞｼﾞｭ
ｽｲｶｽﾞﾗ科 ｽｲｶｽﾞﾗ
ｽｲｶｽﾞﾗ科 ﾆﾜﾄｺ
ｽｷﾞ科 ｽｷﾞ
ｽﾐﾚ科 ﾂﾎﾞｽﾐﾚ
ｾﾘ科 ﾋｭｳｶﾞﾄｳｷ VU VU-g
ｾﾝﾀﾞﾝ科 ｾﾝﾀﾞﾝ
ｾﾝﾘｮｳ科 ｾﾝﾘｮｳ
ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ科 ｺｳｻﾞｷｼﾀﾞ
ﾂﾂｼﾞ科 ﾈｼﾞｷ
ﾂﾂｼﾞ科 ﾋｭｳｶﾞﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ
ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ科 ﾊｽﾉﾊｶｽﾞﾗ
ﾂﾊﾞｷ科 ｻｶｷ
ﾂﾊﾞｷ科 ﾋｻｶｷ
ﾂﾊﾞｷ科 ﾓｯｺｸ
ﾂﾊﾞｷ科 ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ
ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ
ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科 ｶﾝｺﾉｷ
ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科 ｺﾊﾞﾝﾉｷ
ﾆｼｷｷﾞ科 ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ
ﾆﾚ科 ﾑｸﾉｷ
ﾈﾑﾉｷ科 ﾈﾑﾉｷ
ﾊｲﾉｷ科 ｶﾝｻﾞﾌﾞﾛｳﾉｷ
ﾊｲﾉｷ科 ｸﾛｷ
ﾊｲﾉｷ科 ﾐﾐｽﾞﾊﾞｲ
ﾊﾞﾗ科 ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ
ﾊﾞﾗ科 ﾊﾞｸﾁﾉｷ
ﾊﾞﾗ科 ﾌﾕｲﾁｺﾞ
ﾊﾞﾗ科 ﾎｳﾛｸｲﾁｺﾞ
ﾊﾞﾗ科 ﾔﾏｻﾞｸﾗ
ﾊﾞﾗ科 ﾘﾝﾎﾞｸ  
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表 3-74 植物相調査出現種リスト（つづき） 

科名 種名 国RDB 県RDB
ﾋﾒｼﾀﾞ科 ﾐｿﾞｼﾀﾞ
ﾌﾞﾄﾞｳ科 ｳﾄﾞｶｽﾞﾗ
ﾌﾞﾄﾞｳ科 ﾂﾀ
ﾌﾞﾅ科 ｱｶｶﾞｼ
ﾌﾞﾅ科 ｱﾗｶｼ
ﾌﾞﾅ科 ｲﾁｲｶﾞｼ
ﾌﾞﾅ科 ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ
ﾌﾞﾅ科 ｽﾀﾞｼﾞｲ
ﾌﾞﾅ科 ﾂﾌﾞﾗｼﾞｲ
ﾌﾞﾅ科 ﾊﾅｶﾞｶﾞｼ VU NT-g
ﾎｳﾗｲｼﾀﾞ科 ﾀﾁｼﾉﾌﾞ
ﾎﾙﾄﾉｷ科 ﾎﾙﾄﾉｷ
ﾎﾞﾛﾎﾞﾛﾉｷ科 ﾎﾞﾛﾎﾞﾛﾉｷ
ﾏｷ科 ｲﾇﾏｷ
ﾏﾀﾀﾋﾞ科 ｻﾙﾅｼ
ﾏﾀﾀﾋﾞ科 ｼﾏｻﾙﾅｼ
ﾏﾂﾊﾞﾗﾝ科 ﾏﾂﾊﾞﾗﾝ NT VU-r
ﾏﾂﾌﾞｻ科 ｻﾈｶｽﾞﾗ
ﾏﾂ科 ｱｶﾏﾂ
ﾏﾒ科 ｷﾊｷﾞ
ﾏﾒ科 ﾅﾂﾌｼﾞ
ﾏﾒ科 ﾐﾔﾏﾄﾍﾞﾗ
ﾏﾒ科 ﾔﾏﾌｼﾞ
ﾏﾝｻｸ科 ｲｽﾉｷ
ﾐｶﾝ科 ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ
ﾐｶﾝ科 ﾊﾏｾﾝﾀﾞﾝ
ﾐｽﾞｷ科 ｱｵｷ
ﾐｽﾞｷ科 ﾐｽﾞｷ
ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ科 ｺﾞﾝｽﾞｲ
ﾑｸﾛｼﾞ科 ﾑｸﾛｼﾞ
ﾑﾗｻｷ科 ﾁｼｬﾉｷ
ﾓｸｾｲ科 ﾈｽﾞﾐﾓﾁ
ﾓﾁﾉｷ科 ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ
ﾓﾁﾉｷ科 ｼｲﾓﾁ
ﾓﾁﾉｷ科 ﾀﾗﾖｳ
ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ科 ｲｽﾞｾﾝﾘｮｳ
ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ科 ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ
ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ科 ﾂﾙｺｳｼﾞ
ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ科 ﾏﾝﾘｮｳ
ﾔﾏﾉｲﾓ科 ｵﾆﾄﾞｺﾛ
ﾔﾏﾉｲﾓ科 ﾔﾏﾉｲﾓ
ﾕｽﾞﾘﾊ科 ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ
ﾕｽﾞﾘﾊ科 ﾕｽﾞﾘﾊ
ﾗﾝ科 ﾔｸｼﾏｱｶｼｭｽﾗﾝ VU VU-g  

※RDB のランクは CR：絶滅危惧ⅠＡ類、EN：絶滅危惧ⅠＢ類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：

情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、OT：その他保護上重要な種 を示す。 

※宮崎県 RDB の表記のうち、-r（rare）はもともと希であったものが数か所でのみ生息しているもの、

-g（general）は過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、原則として、現

在は数か所で生息するか、あるいは個体数が大幅に減少しているものを示す。 
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表 3-75 確認されている希少植物種 

絶滅の危険性

環
　
境
　
省
　
区
　
分

宮
　
崎
　
県
　
区
　
分

人
　
為
　
圧
　
迫

採
取
の
対
象

と
な
り
や
す
い
種

シ
カ
の
食
害
の
対
象
と

な
り
や
す
い
種

当
該
保
護
林
に
お
い
て

代
表
的
な
種

アキザキヤツシロラン ○ ○ 国、宮崎県RDBに指定はないが相応なもの

イヨクジャク ○ CR-d ○
ウエマツソウ ○ VU CR-d ○
ウスギムヨウラン ○ ○ 国、宮崎県RDBに指定はないが相応なもの

ウチョウラン ○ VU CR-g 観賞用 ○ ○
ウメガサソウ ○ EN-r その他
エビガラシダ ○ VU VU-r △
エビネ ○ NT VU-g 観賞用 ○ ○
オサラン ○ VU VU-g 観賞用 ○
オトコシダ ○ NT-r 観賞用 △
ガガイモ ○ NT-r
カシノキラン ○ VU NT-g 観賞用 ○
カヤラン ○ VU-g 観賞用 ○ ○
カラクサシダ ○ CR-r
ガンゼキラン ○ VU EN-g 観賞用 ○ ○ ○
キバナノセッコク ○ EN CR-r 観賞用 ○ ○
キバナノホトトギス ○ VU NT-g 観賞用 ○ ○
キヨスミウツボ ○ VU-g
キリシマエビネ ○ EN EN-g 観賞用 ○ ○
キリシマシャクジョウ ○ VU EN-g
キンラン ○ VU NT-g 観賞用 △ ○
クサソテツ ○ OT-2 その他 △ ○
クマガイソウ ○ VU EN-g 観賞用 ○ ○ ○
クモラン ○ ○ 国、宮崎県RDBに指定はないが相応なもの

クロムヨウラン ○ EN-g
コケシノブ ○ CR-d
コケホラゴケ ○ CR-r
コヤブタバコ ○ EN-r
サツマシダ ○ EN CR-r 観賞用 ○ ○ ○ 一度野生絶滅（EW）に区分されていた

シシンラン ○ VU CR-g 観賞用 ○ ○
シャクジョウソウ ○ NT-r
シロシャクジョウ ○ CR-r
ジングウスゲ ○ NT CR-g ○
センブリ ○ NT-g 薬用 ○
タキミシダ ○ EN CR-r 観賞用 ○ ○
タシロラン ○ NT VU-g
ツリシュスラン ○ CR-g 観賞用 ○ ○
ナギラン ○ VU VU-g 観賞用 ○ ○
ナゴラン ● EN EN-g 観賞用 ○ ○
ナタオレノキ ○ VU-r
ナツエビネ ○ VU NT-g 観賞用 ○ ○
ナンカクラン ○ VU-g 観賞用 ○ ○
ニセヨゴレイタチシダ ○ NT NT-r
ハナガガシ ○ VU NT-g ○ ○
ハルザキヤツシロラン ○ VU VU-r
ハルリンドウ ○ NT-g 観賞用
ヒカゲアマクサシダ ○ EN-r 観賞用 ○
ヒゲナガトンボ ○ CR CR-r 観賞用 ○ ○
ヒナノシャクジョウ ○ CR-r
ヒメサジラン ○ CR-r ○ ○
ヒモラン ○ EN VU-g 観賞用 ○ ○
ヒュウガアジサイ ○ EN VU-g 観賞用 ○ ○
ヒュウガトウキ ● VU VU-g 薬用 ○ ○
フウラン ○ VU VU-g 観賞用 ○

和名　（ 種 ・ 亜種 ・ 変種 ）

保全対象とすべき理由

備　　考

現
地
で
の
確
認
状
況
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表 3-75 確認されている希少植物種 

絶滅の危険性

環
　
境
　
省
　
区
　
分

宮
　
崎
　
県
　
区
　
分

人
　
為
　
圧
　
迫

採
取
の
対
象

と
な
り
や
す
い
種

シ
カ
の
食
害
の
対
象
と

な
り
や
す
い
種

当
該
保
護
林
に
お
い
て

代
表
的
な
種

ベニシュスラン ○ CR-g 観賞用 ○ ○
ホコガタシダ ○ CR CR-r 観賞用 △
ホシケイラン ○ ○ ○ 国、宮崎県RDBに指定はないが相応なもの

ホソバヤブソテツ ○ CR-r
ホンゴウソウ ○ VU CR-r ○ ○
マツバラン ● NT VU-r 観賞用 ○ ○
マメヅタラン ○ NT NT-g 観賞用 △
マヤラン ○ VU EN-r 観賞用 △ ○ ○
ミドリワラビ ○ CR-r
ムギラン ○ NT NT-g 観賞用
ムラサキセンブリ ○ NT VU-g 観賞用 ○
モエジマシダ ○ VU-r △ ○
モミジコウモリ ○ VU NT-g その他 ○
ヤクシマアカシュスラン ● VU VU-g 観賞用 △ ○
ヤクシマツチトリモチ ○ EN-r ○ ○
ヤクシマラン ○ EN CR-r 観賞用 ○ ○
ヤマクルマバナ ○ NT-g
ヤマハンショウヅル ○ CR-r ○
ユウシュンラン ○ VU CR-r 観賞用 ○ ○
ヨコグラノキ ○ EN-r ○ ○

現
地
で
の
確
認
状
況

保全対象とすべき理由

備　　考和名　（ 種 ・ 亜種 ・ 変種 ）

 

※現地での確認状況のうち「○」は河野耕三氏が把握している種、「◎」は平成 22 年度 綾森林生態系保

護地域保全管理計画基礎調査で確認された種、「●」は本調査で確認された種を示す。 

※RDB のランクは CR：絶滅危惧ⅠＡ類、EN：絶滅危惧ⅠＢ類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：

情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、OT：その他保護上重要な種 を示す。 

※宮崎県 RDB の表記のうち、-d（deficient）は近年確認情報がなく、今後も確認情報が得られなければ

絶滅に位置づけられるもの、-r（rare）はもともと希であったものが数か所でのみ生育しているもの、

-g（general）は過去に広く分布、あるいは個体数が多かったと考えられるものが、原則として、現

在は数か所で生育するか、あるいは個体数が大幅に減少しているものを示す。 

※採取の対象となりやすい種のうち、「○」は一般人に採取される可能性があるもの、「△」は好事家に

よる採取が懸念されるものを示す。 
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■ 動物 

当保護林で聞き取り及び現地調査等により確認されている希少動物種は表 3-76 に示

すとおり 20 種であり、宮崎県ＲＤＢの分類によるとヤイロチョウが絶滅危惧ⅠＢ類に、

その他鳥類 4 種が絶滅危惧Ⅱ類に該当している。 

クマタカ及びヤイロチョウは環境省ＲＤＢで絶滅危惧ⅠＢ類に該当している。クマタ

カは当保護林では安定的に確認されていることから、照葉大吊橋周辺に営巣木がある可

能性がある。 

ニホンカモシカは生息南限域に位置することから、環境省ＲＤＢで絶滅のおそれのあ

る地域個体群とされており、当保護林において代表的な種と位置づけられている。また、

本庄川（綾南川）沿いの地域が本種の生息南限とされている。 

このほか、隣接する綾生態系保護地域でムササビ、南方の県有林でヤマネやニホンモ

モンガが確認されており、当保護林にも生息している可能性がある。 

 

表 3-76 確認されている希少動物種 

種名 環境省 RDB 宮崎県 RDB 備  考 

哺乳類 ニホンカモシカ LP OT-1 
当該保護林において代

表的な種 

鳥類 

 

アオバズク  VU-g  

アカショウビン  NT-r  

オオタカ NT NT-r  

オオルリ  NT-g  

オシドリ DD DD-2  

キビタキ  NT-g  

クマタカ EN VU-g  

クロツグミ  DD-2  

コシジロヤマドリ NT NT-g  

サシバ VU NT-g  

サンコウチョウ  NT-g  

ジュウイチ  NT-r  

ツツドリ  NT-r  

ツミ  NT-r  

トラツグミ  NT-g  

ハイタカ NT NT-r  

フクロウ  VU-g  

ヤイロチョウ EN EN-r  

ルリビタキ  VU-r  

※RDB の分類は前項、植物種のものに準ずる。 

※鳥類のデータは日本野鳥の会 HP 

（http://www.wbsj.org/nature/hogo/others/iba/search/sites/kyusyu/149-ayakawa.htm）による。 
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図２-５（１） 調査定点の位置（掃部岳周辺） 
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図２-５（２）調査定点の位置（大森岳周辺）



 

 

 

 

 

 

 

表２-３ 猛禽類の出現回数 

種名 

調査回別出現回数 計 

第 1 回 第 2 回 第 3 回 掃

部

岳 

大

森

岳 

掃部岳周辺 大森岳周辺 掃部岳周辺 大森岳周辺 掃部岳周辺 大森岳周辺 

1/9～1/11 1/12～1/14 2/19～2/21 2/16～2/18 3/15～3/17 3/12～3/14 

イヌワシ 0 0 0 0 0 0 0 0 

クマタカ 22 55 27 58 13 29 62 142 

ハイタカ 1 4 2 4 0 1 3 9 
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7/27 10/10 1/7 7/27 10/10 1/7 7/27 10/10 1/7 7/27 10/10 1/7
 トビ 1 2
 キジバト 1 1 2 1 1
 アオバト 1 1
 カワセミ 1
 アオゲラ 1 1 1 1 4 1 1 1
 オオアカゲラ 1 1
 コゲラ 2 1 1 1 5 1 2 1 1 1
 キセキレイ 2
 サンショウクイ 2 1 1 1 1 1 1 1 2
 ヒヨドリ 7 11 8 8 8 9 9 8 7 11 6 9
 カワガラス 1 1 2
 ルリビタキ 1 1
 シロハラ 2 1 2
 ウグイス 1
 キクイタダキ 3
 オオルリ 1
 エナガ 4 2 3 4 7 4
 ヤマガラ 2 3 1 2 1 1 2 2 1 3 2 4
 シジュウカラ 1 3 2 2 3 2 7 1 3 4 1
 ゴジュウカラ 1 1
 メジロ 4 5 7 6 5 3 4 1 4 4 7 3
 ミヤマホオジロ 1
 アオジ 1
 イカル 1 1 1 1 2 2
 カケス 2 2 3 1 1 1 2 3 3
 ハシブトガラス 1 1 1 1 2 1 1
 ソウシチョウ 3

確認種数 10 13 13 10 11 11 9 12 11 7 12 12
個体数計 21 36 32 24 32 25 23 30 24 26 36 33

　　　　 地点・日付
 種名

P8P7P6P5

 
 

平成 19 年度調査と本年度調査の全期間および全地点の確認個体数をまとめた結果は表

4-7-2 のとおりである。平成 19 年度は 25 種 351 個体、本年度は 27 種 342 個体であった。 
 

表 4-7-1 鳥類調査結果 時期別・地点別個体数集計  

※亜種サンショウクイと亜種リュウキュウサンショウクイは鳴き声による同定が困難なため種名のサンショウクイで記録している。  
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　注釈）※△はH20年のみ出現。　 ・右欄のシカ嗜好性を以下の記号で記入した。

　　　　　　○：調査林分の隣接地に出現（群落構成種参考種）。 　●:強く嗜好　(●:調査確認外,既知の嗜好種)　◎:嗜好　○:食痕　△:まれに食痕　▽:ごく稀な食痕　▼:不嗜好(忌避)

　●:表徴種・区分種　◎優占種　○常在・随伴種　◆環境指標種(適湿地生)　▼着生

レッドリスト 森林モニタリング地点 補助地点 シカ嗜好性 群落区分種
No. 科名 種名 環境省 宮崎県 P9 P10 P11 P12 森林 C1 C2b R1 C4 C3 任意 備考 不嗜好 嗜好 乾燥・低茎増幅 ﾙﾘｲﾁ ｲｽｳﾗ ｼｷﾓﾐ ﾐﾔｱｶ

1 ヒカゲノカズラ ヒカゲノカズラ ○ ▼ □

2 ヒカゲノカズラ ヒロハトウゲシバ ● △* ◎ ○ ○ ＊H20ｵﾆﾄｳｹﾞｼﾊﾞで記録。 ▽

3 ヒカゲノカズラ ホソバトウゲシバ △ ● ◎ ▽
4 ヒカゲノカズラ ヒモラン EN VU-g ○ ▼ ▽

5 イワヒバ カタヒバ ● ◎ ● ● ●

6 ゼンマイ シロヤマゼンマイ ●

7 キジノオシダ タカサゴキジノオ △ ◎ ○
8 キジノオシダ オオキジノオ ● △ ◎

9 キジノオシダ キジノオシダ ● ● ● ● ◎ ● ●

10 ウラジロ コシダ △ ◎ (△) □

11 ウラジロ ウラジロ ● ◎ ● ● △ □

12 コケシノブ ツルホラゴケ (○) 綾保護林(択伐指標林)

13 コケシノブ ウチワゴケ △ △ ◎

14 コケシノブ コウヤコケシノブ △ △ ◎ ○

15 コケシノブ キヨスミコケシノブ ● △ ◎

16 コケシノブ ホソバコケシノブ △ ◎ ● H20はｷﾖｽﾐｺｹｼﾉﾌﾞが多い

17 コバノイシカグマ イヌシダ △ ◎ ｲﾇｼﾃﾞの誤入力の可能性?

18 コバノイシカグマ イワヒメワラビ ○ □

19 ホングウシダ ホラシノブ ○ ▼? □

20 シノブ シノブ ● ◎ ● ● ▼ ▼ ▼

21 シシラン シシラン ○ ◎ ● ▼ ▼
22 イノモトソウ オオバノイノモトソウ ● ▼ □

23 イノモトソウ マツザカシダ ○ ○ ▼ □

24 イノモトソウ ナチシダ ○ ▼ □

25 チャセンシダ アオガネシダ ● H20ｺｳｻﾞｷｼﾀﾞと同じとみられる ▼ ▼
- チャセンシダ コウザキシダ ●

26 チャセンシダ クルマシダ ○

27 シシガシラ シシガシラ ● ● ● △ ◎ ●

28 シシガシラ オオカグマ ● ◎

29 オシダ コバノカナワラビ ● ◎ ● ● ▼ □
30 オシダ ナチクジャク ● ◎ ◆

31 オシダ ベニシダ ● ◎ ● ○ ◎

32 オシダ マルバベニシダ ● ● ● ◎ ◎

33 オシダ クマワラビ △ △ ◎ ◎
34 オシダ トウゴクシダ △ ◎

35 オシダ ミヤマクマワラビ ○ ●

36 オシダ イノデ ○ 低標高側沢沿い ◎

37 オシダ イノデモドキ ● ● ◎ ◎
38 オシダ ジュウモンジシダ (○) 綾保護林(択伐指標林)

- ヒメシダ ハリガネワラビ △ ◎

39 ヒメシダ ヤワラシダ ● ◎ H20のﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞと同じ可能性

40 メシダ ミヤマノコギリシダ ○

41 メシダ ヘラシダ ●
42 メシダ コクモウクジャク？ ●

43 メシダ ノコギリシダ ○

44 ウラボシ オオイワヒトデ ○ ▼? □

45 ウラボシ タカノハウラボシ ● ●
46 ウラボシ マメヅタ ● ● ◎ ● ● ●

47 ウラボシ ヒメノキシノブ △ ● ◎ ● ○

48 ウラボシ ノキシノブ ● △ ● ◎ ● ● ○

49 ウラボシ イワヤナギシダ ○ ◎ H20ｻｼﾞﾗﾝは本種の可能性 ▼ ▼

- ウラボシ (サジラン) △ ◎ P11隣接地でｲﾜﾔﾅｷﾞｼﾀﾞ

50 ウラボシ クリハラン ○

51 ウラボシ ヒトツバ ● ● ● ● (▼)

52 マツ モミ ● ◎ (●) ◎ ●◎ ×

53 マツ アカマツ ○
54 マツ ツガ ○ ◎ ● ● ● ● (●) ●◎

55 スギ スギ(植栽) ○ ●

56 ヒノキ ヒノキ(植林) ● ● ● ◎ (●)

57 イヌガヤ イヌガヤ ● ◎ ● (●)
58 イチイ カヤ ● ◎ ● ●

59 ツチトリモチ ツチトリモチ ● ◎ ○ ○

60 カバノキ ミズメ ● ◎

- カバノキ クマシデ？ (○) 大森岳側gps661

61 カバノキ アカシデ △ △ ◎ ● P9はH25はｲﾇｼﾃﾞのみ

62 カバノキ イヌシデ ● ◎ ● H20‘ｲﾇｼﾀﾞ’は本種?

63 ブナ ツブラジイ ● ◎ ● (●) ◎

64 ブナ スダジイ ● ◎ ● ● ○ (●) ◎

65 ブナ マテバシイ ● ● ◎ ● ● ○ ○ ○ ○
66 ブナ シリブカガシ ●

67 ブナ アカガシ ● ● ● △ ◎ ● ● ● (●) ◎ ◎ ○

68 ブナ イチイガシ △ ● ◎ ● ● ○ (●) ◎ ○

69 ブナ アラカシ ● ○ (●)

70 ブナ ウラジロガシ ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● (●) ◎ ○
71 ブナ ツクバネガシ △ ◎ ○ P11はｱｶｶﾞｼ? (●) ○

72 クワ ツルコウゾ ●

73 クワ ヒメコウゾ ● ◎

74 クワ イヌビワ △ ◎ ○
75 クワ ホソバイヌビワ ● ◎

76 クワ イタビカズラ ● ● ◎ ●

77 クワ ヤマグワ △ ◎

78 イラクサ ナガバヤブマオ ○ ▼ □

79 イラクサ ヤマトキホコリ ○
80 イラクサ ヤマミズ ○

81 イラクサ イワガネ ●
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　注釈）※△はH20年のみ出現。　 ・右欄のシカ嗜好性を以下の記号で記入した。

　　　　　　○：調査林分の隣接地に出現（群落構成種参考種）。 　●:強く嗜好　(●:調査確認外,既知の嗜好種)　◎:嗜好　○:食痕　△:まれに食痕　▽:ごく稀な食痕　▼:不嗜好(忌避)

　●:表徴種・区分種　◎優占種　○常在・随伴種　◆環境指標種(適湿地生)　▼着生

レッドリスト 森林モニタリング地点 補助地点 シカ嗜好性 群落区分種

No. 科名 種名 環境省 宮崎県 P9 P10 P11 P12 森林 C1 C2b R1 C4 C3 任意 備考 不嗜好 嗜好 乾燥・低茎増幅 ﾙﾘｲﾁ ｲｽｳﾗ ｼｷﾓﾐ ﾐﾔｱｶ

82 ヤマゴボウ ヨウシュヤマゴボウ ○ ○

83 マツブサ サネカズラ △ ◎ ●

84 シキミ シキミ ● ● ● ● ◎ ● ● ● ▼(▽) ● ● ×

85 クスノキ カゴノキ ● ● ◎

86 クスノキ バリバリノキ △ ● ● ◎ ● ● P10は隣接 (▽?) ● ●

87 クスノキ クスノキ ●

88 クスノキ ヤブニッケイ ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ●

89 クスノキ ホソバタブ ● ● △ ◎ ● ● ● ●

90 クスノキ タブノキ ● ● ● ◎ ● ● ● ● P9'はコドラート外 (●)

91 クスノキ イヌガシ ● ● ● ● ◎ ● ● ● P11'は隣接 ◎

92 クスノキ シロダモ △ ● ● ● ◎ ● ◎

93 ツヅラフジ ハスノハカズラ ○ ▼? (□?)

94 センリョウ センリョウ ○ ○

95 ウマノスズクサ オオバウマノスズクサ △ △* ◎ *P12はH20ｱﾘｳﾏｳﾏﾉｽｽﾞｸｻで記録

96 ウマノスズクサ カンアオイ属 （ｷﾝﾁｬｸ:VU） ● ● ● ◎ ○ ｷﾝﾁｬｸｱｵｲ,ﾏﾙﾐｶﾝｱｵｲなどの可能性 ◆ ◆

97 マタタビ サルナシ ● ミヤマシキミ－アカガシ群集は隣接

98 ツバキ ヤブツバキ ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

99 ツバキ サカキ ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ○ ○ ○

100 ツバキ ヒサカキ ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ▼ ● ○ ○ ○

101 ツバキ ヒメシャラ ● ◎ ● ● ○ △ ○ ○

102 マンサク イスノキ ● ◎ ● ● ● ● (◎) ● ×

103 ユキノシタ マルバウツギ ●

104 ユキノシタ コガクウツギ ● ● ● ◎ ● ● ● ○ ○

105 ユキノシタ ガクウツギ ●

106 ユキノシタ ツクシチャルメルソウ NT ○

107 ユキノシタ ヤシャビシャク NT EN-g (○) 大森岳側ｱｶｶﾞｼφ45(g657)

108 ユキノシタ イワガラミ ● ● △ ◎ ●

109 バラ ビワ ●

110 バラ カマツカ ● ◎

111 バラ ヤマザクラ ● ◎

112 バラ クマイチゴ ● ◎

113 バラ ナガバモミジイチゴ ● ● ◎ ●

114 バラ ホウロクイチゴ ● F2bは隣接 (△) □

115 マメ ネムノキ ○

116 マメ ミヤマトベラ ● ◎ ● ● ○ ○

117 トウダイグサ アカメガシワ ○

118 トウダイグサ シラキ ● ◎

119 ユズリハ ユズリハ ● △ ● ◎ ● ● ● ○ □

120 ミカン マツカゼソウ △ △ ◎ ▼群落形成 □

121 ミカン キハダ ● ● ◎ P11は倒木

- ミカン ミヤマシキミ △ ◎ ﾂﾙｼｷﾐの可能性? ○

122 ミカン ツルシキミ ● * ◎ ● *H20はﾐﾔﾏｼｷﾐを記録 △ ○

123 カエデ イロハモミジ ●

124 カエデ オオモミジ ● ◎

125 カエデ イタヤカエデ ● ◎

126 カエデ ウリハダカエデ ● ミヤマシキミ－アカガシ群集は隣接 ◎

127 カエデ コハウチワカエデ △ ● ◎ ● ● ミヤマシキミ－アカガシ群集は隣接 (◎)

128 ムクロジ ムクロジ ●

129 アワブキ ヤマビワ ● ● ○

130 モチノキ イヌツゲ ● ◎ ● (◎)

131 モチノキ モチノキ ●

132 モチノキ タラヨウ ● ○

133 モチノキ アオハダ △ ● ◎ (◎)

134 モチノキ ソヨゴ ● ◎ ●

135 モチノキ クロガネモチ △ △ ◎

136 ニシキギ ツリバナ ● ◎ P10は隣接

- ミツバウツギ (ゴンズイ) △ ◎ H25のｷﾊﾀﾞの可能性,樹勢悪化

137 クロウメモドキ クマヤナギ △ ◎

138 ブドウ ツタ ● ◎

139 ホルトノキ コバンモチ ●

140 ジンチョウゲ コショウノキ ● △ ◎ ●

141 グミ ツルグミ ●

142 グミ ナワシログミ ●

143 イイギリ イイギリ ● ◎

144 スミレ ヒメミヤマスミレ ● ● ● ◎ ● P11'は隣接

145 ミズキ ヤマボウシ (○) 大森岳側

146 ミズキ ミズキ ● ◎ (●)

147 ミズキ クマノミズキ ● ◎ ○

148 ウコギ カクレミノ ● ミヤマシキミ－アカガシ群集は隣接

- セリ (シラネセンキュウ) - あま り見ない,好食? (○?)

149 イチヤクソウ ギンショウソウモドキ ○

150 ツツジ ベニドウダン △ ◎ ○ (●)(◎)

151 ツツジ ネジキ ● P11'は隣接 (◎)

152 ツツジ ミツバツツジ属 ● ◎ ● ﾋｭｳｶﾞﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ? (◎)

153 ツツジ ヒカゲツツジ (○) 大森岳側

154 ヤブコウジ マンリョウ ● ● ● ◎ ●

155 ヤブコウジ ヤブコウジ ● △ ◎ ●

156 ヤブコウジ ツルコウジ ●

157 ヤブコウジ イズセンリョウ ● ○ (□)

158 ヤブコウジ タイミンタチバナ ● ●

159 カキノキ リュウキュウマメガキ ○

160 エゴノキ エゴノキ ○ ◎ (◎)

161 ハイノキ タンナサワフタギ (○) 大森岳側 (○)

162 ハイノキ ミミズバイ ● ●

163 ハイノキ シロバイ ● ◎ ●
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　注釈）※△はH20年のみ出現。　 ・右欄のシカ嗜好性を以下の記号で記入した。

　　　　　　○：調査林分の隣接地に出現（群落構成種参考種）。 　●:強く嗜好　(●:調査確認外,既知の嗜好種)　◎:嗜好　○:食痕　△:まれに食痕　▽:ごく稀な食痕　▼:不嗜好(忌避)

　●:表徴種・区分種　◎優占種　○常在・随伴種　◆環境指標種(適湿地生)　▼着生

レッドリスト 森林モニタリング地点 補助地点 シカ嗜好性 群落区分種

No. 科名 種名 環境省 宮崎県 P9 P10 P11 P12 森林 C1 C2b R1 C4 C3 任意 備考 不嗜好 嗜好 乾燥・低茎増幅 ﾙﾘｲﾁ ｲｽｳﾗ ｼｷﾓﾐ ﾐﾔｱｶ
164 ハイノキ ハイノキ ● ● ● ● ◎ ● ● ● ▼(▽) ■ ●
165 ハイノキ クロバイ ● ◎ ● ●

166 ハイノキ カンザブロウノキ ● ● (◎) ●
167 モクセイ ネズミモチ △ ◎ ● (◎)

168 マチン ホウライカズラ ● ◎ ● ○
169 リンドウ センブリ NT-g ○ ▼ □?
170 キョウチクトウ テイカカズラ ● ● ● ● ◎ ● ●

171 ガガイモ キジョラン ●
172 ガガイモ ガガイモ NT-r ○ (□?)
173 ガガイモ カモメヅル属 △ ◎ 環境からｵｵｶﾓﾒﾂﾞﾙとみられる

174 アカネ アリドオシ ● ● ○
175 アカネ ハシカグサ ● ◎ (□低茎)

176 アカネ ルリミノキ ○ ●
177 アカネ サツマルリミノキ ● ○ ●
178 アカネ サツマイナモリ △ ● ● ◎

179 アカネ ヘクソカズラ ● ◎
180 ムラサキ チシャノキ ○

181 クマツヅラ ムラサキシキブ ●
182 クマツヅラ ヤブムラサキ △ ● ● ● ◎ (●)
183 クマツヅラ クサギ ○

184 クマツヅラ ハマクサギ ●
185 シソ シモバシラ ● ◎ ▼ (◎)
186 シソ レモンエゴマ ○ ▼ □

- イワタバコ (シシンラン) VU CR-g ○* *曽見川(Aｿﾞｰﾝ)

187 スイカズラ コバノガマズミ (○) 大森岳側 (●)

188 スイカズラ ツクシヤブウツギ (○) 大森岳側

189 キク マルバテイショウソウ VU NT-g ● ○ ◆
190 キク イズハハコ VU ○

191 キク ダンドボロギク ○ □
- - ミヤコワスレ(不明種) △ ◎

192 キク ヤブレガサ ○ ▼ □

193 ホンゴウソウ ウエマツソウ VU CR-d ○ ◆ ◆
194 ホンゴウソウ ホンゴウソウ VU CR-r ● ◎ ○ ◆ ◆

195 ユリ サルトリイバラ △ ● ● ● ◎ ●
196 ヤマノイモ ヤマノイモ ● ◎
197 ヒナノシャクジョ ウ ヒナノシャクジョウ CR-r ● ◎ ○ ◆

198 ヒナノシャクジョ ウ キリシマシャクジョウ VU EN-g ○ ◆ ◆
199 イネ カリマタガヤ ○ ● ■

200 イネ ススキ ○ ● (□?)
201 イネ スズタケ (OT) ○ OT:椎葉・西米良 (●)
202 カヤツリグサ カンスゲ ○ (●)

203 カヤツリグサ スゲ属 ● ◎
204 ショウガ ハナミョウガ ○
205 ラン マメヅタラン NT NT-g ● ◎ ● ▼ ▼ ▼

206 ラン ムギラン NT NT-g ● ○ ▼ ▼ ▼
207 ラン ミヤマムギラン NT ● ▼

208 ラン キリシマエビネ EN EN-g ○ ○ ◆
209 ラン エビネ NT VU-g △ ◎ ◆ ◆
210 ラン ナツエビネ VU NT-g ● ◎ ○ ◆ ◆

211 ラン セッコク ● ◎ ● ○ ▼ ▼ ▼
212 ラン ヒメノヤガラ VU CR-r ● ◎ ◆ ◆
213 ラン ベニシュスラン CR-g △ ● ◎ ○ ◆ ◆

214 ラン ミヤマウズラ △ ◎
215 ラン ヤクシマラン EN CR-r ● ○ ◆

216 ラン ツユクサシュスラン ○ ◆
217 ラン シュスラン ● ◎ ◆ ◆
218 ラン ボウラン NT ● ▼

219 ラン オサラン VU VU-g ● ● ○ ▽
220 ラン フウラン VU VU-g ● ○ ▼ ▼ ▼

221 ラン ガンゼキラン VU EN-g ● ○ ◆
222 ラン オオバノトンボソウ ● ◎
223 ラン ナゴラン EN EN-g ○ ◎ ● ○ ▼ ▼ ▼

224 ラン キバナノセッコク CR-r
50 49 71 48 126 23 29 66 21 37 85

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注釈）・右欄に、シカ嗜好性、群落区分種（仮）を表示した。 

・右欄群落略称は以下のとおり。 

ﾙﾘｲﾁ：ﾙﾘﾐﾉｷ-ｲﾁｲｶﾞｼ群集 ｲｽｳﾗ：ｲｽﾉｷ-ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ群集 ｼｷﾓﾐ：-ｱｶｶﾞｼ群集 ﾐﾔｱｶ：ﾐﾔﾏｼｷﾐ-ｱｶｶﾞｼ群集 

 

 

 

 

 

表 3-1-4(3/3)植物確認種リスト 
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表 4-7-2 鳥類プロットセンサス調査結果 時期別及び地点別確認個体数集計 

 
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※リュウキュウサンショウクイはサインショウクイの亜種である。 

 

 

 

 

 

 

秋 冬 秋 冬 秋 冬 秋 冬 秋 冬 秋 冬

10/8 12/9 10/8 12/9 10/8 12/9 10/15 12/8 10/15 12/8 10/15 12/8

1 キジバト 1 1 0

2 ヤマセミ 2 2 0

3 アオゲラ 1 1 1 3 0

4 コゲラ 5 1 3 3 1 1 10 4

5 キセキレイ 2 2 2 2

6 リュウキュウサンショウクイ 3 1 2 1 5 2

7 ヒヨドリ 8 7 2 3 8 7 7 9 5 3 30 29

8 カワガラス 1 2 2 3 2

9 ミソサザイ 1 2 0 3

10 ルリビタキ 2 3 2 3 0 10

11 シロハラ 1 0 1

12 ソウシチョウ 2 1 1 4 0

13 ウグイス 1 1 1 0 3

14 オオルリ 1 1 0

15 エナガ 7 12 5 1 13 2 10 22 28

16 ヒガラ 4 1 2 1 6

17 ヤマガラ 1 5 3 2 4 4 4 5 1 17 12

18 シジュウカラ 3 3 5 2 15 2 3 5 2 26 14

19 ゴジュウカラ 1 2 2 3 2

20 メジロ 2 1 3 1 6 4 5 5 17

21 ミヤマホオジロ 4 0 4

22 アオジ 1 1 0 2

23 イカル 1 1 0

24 カケス 3 3 3 2 11 0

25 ハシブトガラス 1 1 0

3 3 12 6 11 8 12 10 6 8 4 8 19 17

12 10 33 13 31 18 51 37 15 37 6 26 148 141

合計

秋 冬
種名

P18P13 P14 P15 P16 P17

№

種数

個体数

akihiro_fujiwara050
テキストボックス
別添49


akihiro_fujiwara050
テキストボックス
平成２７年度　綾川上流緑の回廊モニタリング調査報告書より抜粋



